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広報 きたいばらき 12 月号 広報 きたいばらき 12 月号

受章おめでとうございます秋の叙勲令 和 ２ 年

　11 月３日付けで、令和２年秋の叙勲が発令され、北茨城市では阿部末吉さんが、栄えある叙勲
を受章されました。おめでとうございます。

【
瑞
宝
単
光
章
】

�

阿
部
　
末
吉�

さ
ん

�

（
関
南
町
）

　阿部さんは、昭和 36 年４月に北茨城市
消防団に入団。平成元年から分団長を務め、
平成７年３月に退団するまでの 33 年間の
長きにわたり、地域の防災活動に尽力され
ました。
　責任感が強く、消防活動はもとより、行
方不明者の捜索活動、催し物の警備、各種 問 秘書課 秘書係（鈴木）内２０３

訓練など、昼夜を問わず活動する姿勢は他
団員から全幅の信望を得ていました。
　在任当時を「人命救助と延焼火災の防止
を考えていた」と振り返り、昭和 56 年に
平潟港街区の作業場から出火し、作業場３
棟、民宿１棟および住宅２棟が全焼する火
災では、道路が狭い上、火勢が強く、苦戦
を強いられるも、１人の死傷者も出さず被
害を最小限に止めたことが最も印象に残る
とおっしゃいます。
　受章に当たり「家族を始め、先輩や同僚
らの協力があったからこそ、33 年の活動
が報われた」と喜びを語ってくれました。

市役所の年末年始休日は 12月29日～1月3日 です
　年末年始の市役所等の業務は以下のとおりです。なお、死亡届や火葬埋葬許可証の申請等は、
日直の職員が受け付けますので、市役所東側通用口から入って職員に申し出てください。

施 設 名 休 業 日 電話番号

市民サービスセンター 12/29 ～ 1/3
30-7711（南部）

30-2100（北部）

市民ふれあいセンター 12/28 ～ 1/4 42-2644

市立図書館 12/28 ～ 1/4 42-1451

葬祭場 1/1 ～ 1/3 42-1293

やすらぎ聖苑 1/1 ～ 1/3 44-0500

いずみさわ会館
1/1 ～ 1/3 
※墓参り可

46-1700

マウントあかね 年中無休 30-0606

ガラス工房シリカ 12/29 ～ 31 42-3550

※ 1/1 は初日の出時刻のみ営業（午前 6時～ 10 時）

施 設 名 休 業 日 電話番号
漁業歴史資料館
よう・そろー

12/30 ～ 1/2 46-8600

清掃センター 12/29 ～ 1/3 46-5619

※ 12/28㈪は、通常どおり収集します。
※  12/29㈫は、市内全域のもやせるごみの特別収集を行

います。また、清掃センターへのごみの持ち込みは
できません。

※ 1/4㈪は、通常どおり収集します。

環境センター
（し尿、浄化槽）

12/29 ～ 1/3 42-0438

※年末のし尿汲み取り・浄化槽清掃は早めに業者へ

放射能対策プラザ 12/29 ～ 1/3 42-0403

歴史民俗資料館
（雨情記念館）

12/29 ～ 1/1 43-4160

中郷温泉通りゃんせ 12/31 ～ 1/2 44-0026

各種証明書のコンビニ交付サービス運用停止について
　マイナンバーカード（個人番号カード）を利用して、各種証明書が全国のコンビニエンスストア
等で交付できますが、12 月 29 日㈫から令和３年１月３日㈰までの年末年始期間は、証明書発行シ
ステムが運用停止のため、各種証明書が取得できません。
　なお、年末は 12 月 28 日㈪午後 11 時まで、年始は令和３年１月４日㈪午前６時 30 分からご利用
可能です。� 問 市民課�市民係（大友）内１７２
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北茨城市役所　☎43-1111

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
書
で

納
付
し
て
い
る
方
で
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

保
険
料
を
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
の

が
大
変
な
方
は
、
口
座
振
替
に
す
る
と
金

融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
安
心
で
す
。

▽�

口
座
振
替
手
続
き　

通
帳
・
通
帳
届
出

印
を
持
参
し
、
金
融
機
関
へ

▽
口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
翌
月（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
翌
々
月
）

※�

未
納
分
の
保
険
料
や
随
時
分
保
険
料
は

口
座
振
替
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
延
滞
金
の

徴
収
や
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮
な
ど

の
取
り
扱
い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
は
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。納
付

書
を
紛
失
し
た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源

で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�

（
石
森
、
伊
藤
）
内
１
８
７

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
を
除
く
）
は
、
令
和
２
年
分
の

「
源
泉
徴
収
票
」
が
令
和
３
年
１
月
下
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
確
定
申
告

（
準
確
定
申
告
）
に
使
用
す
る
源
泉
徴
収

票
は
、
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
を
提
出
さ

れ
た
遺
族
の
方
に
、
届
出
後
約
２
カ
月
程

度
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

問

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�

（
根
本
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

�

☎
０
２
９
４

－
24

－
２
１
９
３

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０

－
05

－

１
１
６
５

償
却
資
産
の
所
有
者
は

   

２
月
１
日
ま
で
に
申
告
を

　

償
却
資
産
と
は
、
１
月
１
日
現
在
で
会

社
や
個
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
（
構
築
物
や
機
械
な

ど
）
で
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
法
令
で
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限

の
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
償
却
資
産
の
例

�

・
飲
食
店　

�

厨
房
設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
な
ど

�

・
小
売
業　

�

陳
列
ケ
ー
ス
、自
動
販
売
機
、

冷
蔵
庫
な
ど

�

・
製
造
業　

�

製
造
ラ
イ
ン
、
機
械
、
工

具
な
ど

�

・
不
動
産
業　

�

駐
車
場
舗
装
、
自
動
車

置
場
、
屋
外
灯
な
ど

問

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

�

（
鷲
嶽
、
根
本
）
内
１
５
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

▽�

確
定
申
告
に
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利

で
す

　

確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ

で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
ス

マ
ホ
申
告
）
が
便
利
で
す
。
多
く
の
方
が

訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
を
提
出
で
き

ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
手
続
を
行
え
ば
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
は
お
近
く
の
税
務
署
に
お
い

て
５
分
程
度
で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

税
務
署
は
年
明
け
か
ら
混
雑
し
ま
す
の

で
、
令
和
２
年
12
月
頃
ま
で
の
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方

は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
」

に
よ
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

※�
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
の
際
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

税
務
署
か
ら
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発

行
を
す
で
に
受
け
た
方
は
、
お
手
元
の

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完

了
通
知
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な

対
応
で
す
。
お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
!

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・

ス
マ
ホ
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申
告
書
を

作
成
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
送
信
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
送
信
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
送
信
）、
印
刷
し
て
郵
送
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

▽
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告
!

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」の
ス
マ
ホ
申
告
で
は
、

年
末
調
整
済
で
医
療
費
控
除
や
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
の
寄
附
金
控
除
の
申
告
を
す
る

方
の
ほ
か
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

方
、２
か
所
以
上
の
給
与
所
得
が
あ
る
方
、

年
金
収
入
や
副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方

な
ど
、多
く
の
方
が
「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ス
マ
ホ
専
用

画
面
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
画

面
が
見
や
す
く
、
操
作
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
の
確
定
申
告
で
は
、
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
申
告

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

日
立
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

�

☎
０
２
９
４

－

21

－

６
３
４
６
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が
減少した中小事業者等に対する

固定資産税・都市計画税の軽減措置について
　新型コロナウイルス感染症の影響で、事業収入が減少した中小事

業者等が所有する事業用家屋および償却資産の固定資産税・都市計

画税について、令和３年度に限り、事業収入の減少割合に応じて課

税標準の特例を適用します。

１.対象者
　令和２年２月から 10 月までの任意の連続する３カ月間の事業収入が、前年の同

期間と比べて、30％以上減少している中小事業者等（性風俗関連特殊営業を営む者を除く）

※中小事業者等とは

　・資本金の額または出資金の額が１億円以下の法人

　・資本または出資を有しない法人のうち、従業員数が 1,000 人以下の法人

　・常時使用する従業員数が 1,000 人以下の個人

　 　ただし、大企業の子会社等（下記の①、②いずれかの要件に該当する事業者）は対象外と

なります。

　　① 　同一の大規模法人（資本金の額もしくは出資金の額が１億円超の法人、資本もしくは

出資を有しない法人のうち常時使用する従業員数が 1,000 人超の法人または大法人（資

本金の額または出資金の額が５億円以上である法人等）との間に当該大法人による完全

支配関係がある法人等をいい、中小企業投資育成株式会社を除きます。）から２分の１以

上の出資を受ける法人

　　②　２以上の大規模法人から３分の２以上の出資を受ける法人

２.特例の内容
　事業収入の減少幅と適用される特例率

令和２年２月から 10 月までの任意の連続する３カ月間の事業
収入を前年の同期間における事業収入と比較した際の減少割合 適用される特例率

30％以上 50％未満の減少 ２分の１

50％以上の減少 ゼロ

３.対象資産
　中小事業者等が所有する償却資産および事業用家屋（土地および住宅用家屋は対象外）

４.適用期間
　令和３年度分の固定資産税・都市計画税

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録
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広報 きたいばらき 12 月号 広報 きたいばらき 12 月号

北茨城市役所　☎43-1111

６.申告時の必要書類
　【共通】

　　・特例措置に関する申告書（認定経営革新等支援機関等の確認印が押されたもの）

　　・収入減少を証明する書類（会計帳簿、青色申告決算書、収支内訳書の写し等）

　【事業用家屋について申告する場合】

　　・特例対象資産一覧

　　・特例対象家屋の事業割合を示す書類（青色申告決算書の写し等）

　　・課税明細書の写し（紛失された場合は、下記までお問合せください）

　【償却資産について申告する場合】

　　令和３年度償却資産申告書（種類別明細書）に記載の資産が特例対象資産となります。

　※  認定経営革新等支援機関とは専門的知識を有し、一定の実務経験を持つ支援機関等を国が

審査し、経営革新等支援機関として認定しています。（例：税理士、商工会議所、金融機関等）

　　 詳しくは中小企業庁または金融庁のホームページを確認してください。

　※  「特例措置に関する申告書」「特例対象資産一覧」は、市のホームページからダウンロード

できます。

７.申告期限
　令和３年２月１日（月）（消印有効）
　※申告期限を過ぎた場合、特例措置を受けることができなくなります。

８.提出先・お問い合わせ先
　〒 319-1592　茨城県北茨城市磯原町磯原 1630 番地

　北茨城市役所　税務課　固定資産税係　☎４３－１１１１（代表）内１５６～１５９

５.申告の流れ

中小事業等

認定経営革新等支援機関等

北茨城市

① 確認依頼 ② 認定・返却
③ 申告（令和３年２月１日まで）

提出書類

・特例申告書

・ 認定経営革新等支援機関等へ確認

のために提出した書類

確認事項

・中小事業者等であること

・大企業の子会社でないこと

・性風俗関連特殊営業を行っていないこと

・事業収入割合

・事業用家屋であること　など
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広報 きたいばらき 12 月号 広報 きたいばらき 12 月号

防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

第
７
回
全
国
あ
ん
こ
う

サ
ミ
ッ
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の『
全
国
あ
ん
こ
う
サ
ミ
ッ
ト
』

（
毎
年
１
月
開
催
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び
来
場
者

の
安
全
、
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
考
慮

し
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問�

全
国
あ
ん
こ
う
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

�

（
平
尾
）
内
３
６
４

ね
ず
み
駆
除
剤
を

　
　
　

  

無
料
配
布
し
ま
す

　

ね
ず
み
の
被
害
で
お
困
り
の
方
に
、
駆

除
剤
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
生
活
環

境
課
ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
期
間

　

12
月
７
日
㈪
～
12
月
21
日
㈪

※�

な
お
、
13
日
㈰
は
日
曜
開
庁
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。
12
日
㈯
、
19
日
㈯
は
配
布

し
ま
せ
ん
。

問�

生
活
環
境
課�

環
境
保
全
係

�

　
（
石
川
）
内
３
７
４

令
和
３
年 

消
防
出
初
式

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て

式
典
を
行
い
ま
す
。
誠
に
恐
縮
で
す
が
、

一
般
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

来
場
を
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽�

と
き　

令
和
３
年
１
月
17
日
㈰　

午
前

９
時
か
ら
（
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
）

▽
と
こ
ろ　

消
防
本
部

※�

雨
天
時
は
消
防
本
部
車
庫
棟
内
で
行
い

ま
す
。

問�

消
防
本
部�

消
防
課

�

☎
42

－

０
１
１
９

水
道
管
の
凍
結
に

　
　
　

 

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

気
温
が
低
く
な
り
、
水
道
管
の
凍
結
や

破
裂
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
準
備
し
寒
さ
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
販
売
さ
れ
て
い
る

保
温
材
や
凍
結
防
止
帯
を
巻
い
て
備
え
ま

し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
水
道
工
事
店
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

蛇
口
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
オ
ル

な
ど
を
被
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

問

水
道
部　

施
設
課

�

（
合
六
）
内
１
１
６
～
１
１
８

北
茨
城
市
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
士
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
す
べ
て
の

教
室
を
中
止
し
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と
り
で

も
で
き
る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
を

お
家
で
継
続
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
再
開

で
き
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

�

（
中
原
）
☎
44

－

７
１
１
１

「
介
護
マ
ー
ク
」を

　
　
　

  

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

認
知
症
の
方
の
介

護
は
、
周
囲
の
方
か

ら
見
る
と
介
護
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り

に
く
い
た
め
、
誤
解

や
偏
見
を
持
た
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
す
る

方
が
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
方
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
介
護
マ
ー

ク
」
を
作
成
し
、
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
や
障
害
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
マ
ー
ク
を
介
護
の
中
で

必
要
な
と
き
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
場
所　

高
齢
福
祉
課

問

高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係　

�
（
赤
津
）
内
１
２
４

リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌

　
　
　
　

  

差
し
上
げ
ま
す

　

　

図
書
館
で
は
、
不
要
と
な
っ
た
雑
誌
１

年
分
（
平
成
29
年
１
月
～
12
月
分
）
を
希

望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

図
書
館
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

▽�

申
込
方
法　

図
書
館
備
付
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12
月
24
日

㈭
ま
で
に
左
記
窓
口
へ

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、

当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

申
問

市
立
図
書
館
（
荒
川
）

�

☎
42

－

１
４
５
１

屋外
コンセント

巻きつけ間隔５㎝位

◆発熱帯
　パイプに密着する
　ように巻く。

凍結防止帯のとき

保温材のとき ◆サーモスタット
　パイプに密着させ
　テープにて固定。

◆保温材

◆ビニール
　テープなど

◆保温テープ
　テープ巾に約1/2が
　重なるように巻く。

〈保温材や凍結防止帯の巻き方〉
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期日前投票立会人の登録者募集
　選挙管理委員会では、有権者の皆さんにもっと選挙を身近に感じてもらい、より関心を持っ
ていただけるよう、各選挙における期日前投票立会人の登録者を随時募集しています。

◆対象者
　市内在住の満 18 歳以上で選挙権を有する方

◆職務の内容等
　有権者の代表として、期日前投票が公正、適切に行われているかどうか投票に立ち会う仕
事です。
　【時　間】　午前８時 30 分（午前９時）～午後８時
　【場　所】　市役所ほか
　【報　酬】　日額９, ６００円（所得税を源泉徴収します）
　※登録者には、選挙ごとに従事日程等の希望を確認します。
　※投票所により開始時間が異なります。

◆応募方法
　登録申込書に必要事項を記入の上、郵便、ＦＡＸ、電子メールでお申し込みください。
　※ 申込書は、市役所３階選挙管理委員会に備えておくほか、市ホームページからもダウン

ロードできます。

◆今後予定される選挙
　令和３年３月頃　
　　北茨城市議会議員一般選挙
　令和３年９月頃　
　　茨城県知事選挙
　令和３年 10 月任期満了
　　衆議院議員総選挙

申 問総務課内　選挙管理委員会事務局　( 大平 ) 内３２２
FAX４３－１１０８

E-mail soumu@city.kitaibaraki.lg.jp
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メ
ー
ル

配
信
登
録

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

令
和
３
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の
登
録
募
集

　

市
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
務
職
を
は
じ
め
北
茨
城
市
の
た
め
に

働
き
た
い
と
希
望
す
る
方
は
、
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
す
る
際
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
条
件
に
あ
っ
た
方
を
面
接
等

に
よ
り
任
用
の
決
定
を
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
登
録
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
任
用

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
職
種

　

�

事
務
職
、
専
門
職
（
保
育
士
な
ど
）、

現
業
職
（
作
業
員
、
用
務
員
な
ど
）

▽
応
募
資
格

　

左
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

�

・�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
方

�

・�

本
市
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を

経
過
し
な
い
方

�

・�

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を

結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た

方
▽
勤
務
条
件
等

 

・
任
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
（
更
新
あ
り
）

 

・ 

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
時

間
（
原
則�

休
憩
60
分
）

※
業
務
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

�

・
報
酬　

業
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

※
勤
務
条
件
に
よ
り
期
末
手
当
あ
り

 

・ 

交
通
費　

２
km
以
上
の
方
で
交
通
用

具
を
使
用
し
て
い
る
方
に
距
離
に
応

じ
て
支
給

 

・ 

福
利
厚
生　

社
会
保
険
制
度
、
年
次

有
給
休
暇
制
度
有
り

�

・ 

そ
の
他　

勤
務
条
件
は
業
務
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

▽
登
録
期
間

　

履
歴
書
等
を
提
出
し
て
か
ら
１
年
間

▽
そ
の
他

　
�

４
月
１
日
か
ら
任
用
す
る
職
種
等
詳
細

は
令
和
３
年
１
月
上
旬
頃
に
決
定
し
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る

か
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法

　

�

市
指
定
の
履
歴
書
、
申
出
書
等
（
人
事

課
備
付
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
左

記
窓
口
へ

申
問

人
事
課　

人
事
厚
生
係

�

（
神
長
、
芳
賀
）
内
２
２
２
、２
２
３

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
で
は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
新

設
や
再
建
等
に
活
用
可
能
な
支
援
策
の
補

助
対
象
を
、
風
速
36
ｍ
/
ｓ
以
上
に
耐
え

ら
れ
る
強
度
の
ハ
ウ
ス
（『
強
靭
化
ハ
ウ

ス
』）
に
限
定
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
強
対
策
や
支
援
策
に
つ
い
て

は
「
茨
城
県
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
県
北
農
林
事
務
所
企
画
調
整
部
門

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
一
被
災
さ
れ
た
場
合
へ
の
備

え
と
し
て
、
園
芸
施
設
共
済
や
収
入
保
険

制
度
等
へ
の
加
入
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

問

県
北
農
林
事
務
所　

企
画
調
整
部
門

　

企
画
調
整
課

�

☎
０
２
９
４

－

80

－

３
３
０
１

令
和
３
・
４
年
度
分

入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請

（
定
期
受
付
）に
つ
い
て

　

令
和
３
・
４
年
度
に
市
が
発
注
す
る
物

品
調
達
・
委
託
等
の
入
札
参
加
に
必
要
な

入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
書
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
す
る
企
業
や
個
人
事

業
主
の
方
は
、
次
の
期
間
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
～
３
月
１
日
㈪

※
郵
送
に
よ
る
提
出
を
原
則
と
し
ま
す
。

　
（
最
終
日
消
印
有
効
）

※�
申
請
様
式
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
問

総
務
課　

管
財
係

�

（
大
山
、
米
久
）
内
３
３
１
、３
３
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
相
談
先
が
変
わ
り
ま
す

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
に
備
え
、
発
熱
患
者
に
対
応
可
能
な
診

療
・
検
査
医
療
機
関
を
指
定
し
ま
し
た
。

　

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
、ま
ず
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
地
域
で
身
近
な
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

診
す
る
際
に
は
、
必
ず
電
話
な
ど
で
事
前

に
連
絡
を
し
た
上
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
い

た
だ
く
と
と
も
に
指
定
さ
れ
た
時
間
を
厳

守
し
、
医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
受
診

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
が
な
い
場
合
な
ど
は
、

近
隣
の
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、県
の
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

も
し
く
は
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

県
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
２
０
０

　

日
立
保
健
所

�

☎
０
２
９
４

－

22

－

４
１
８
８



9 8
広報 きたいばらき 12 月号 広報 きたいばらき 12 月号

北茨城市役所　☎43-1111

　都市の将来像を示す「都市計画区域マスタープラン」の作成にあたり、住民の皆さんからご意見をいた
だくため、下記のとおり公聴会を開催します。
　公聴会では、原案に対して、公述人として意見を述べることができます。申出者が多数の場合は、意見
内容を考慮のうえ代表者を選定します。
　公聴会開催時には、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施しますが、感染状況を踏まえ、公聴会
の開催方法、日程を変更する可能性があります。最新の情報は県ホームページをご覧ください。

▽と 　 き：令和３年１月 20 日㈬　午後１時 30 分～

　　　　　　　　 ※公述申出者がいない場合は、公聴会は開催されません。

▽と こ ろ：高萩工事事務所 ２階 大会議室（高萩市下手綱１４０５－２）

▽申 出 方 法： 意見を述べることを希望する方は、公述申出期間内に公述申出書を提出してください。

　　　　　　　　 ※公述申出書の様式は閲覧場所および茨城県都市計画課ホームページにあります。

　　　　　　　　 【提出先】〒 310 － 8555　水戸市笠原町９７８－６

　　　　　　　　 　　　　 茨城県知事　大井川　和彦（茨城県土木部都市局都市計画課扱い）宛て

▽公述申出期間：令和３年１月４日㈪～１月 13 日㈬　※閉庁日を除く

▽原案の閲覧場所 および お問い合わせ先（公述申出期間中のみ閲覧できます）

　県土木部　都市局　都市計画課　☎０２９－３０１－４５９２

　市都市建設部　都市計画課　内２８６

　市では、市民の意見を反映させた都市計画に関する基本的な方針である　「北茨城市都市計画マスタープ
ラン」の改定を進めています。この都市計画マスタープランをより良いものにするため、計画（素案）に
対する市民の皆さんの意見を募集します。

▽募 　 集 　 期 　 間：12 月 16 日㈬～令和３年１月 15 日㈮（郵送の場合は消印有効）

▽資 料 の 閲 覧 場 所：市ホームページ、市都市計画課、図書館、北部・南部市民サービスセンター

　　　　　　　　　　　※各休館日、休所日を除く

▽意見を提出できる方：市内に住所を有する方

　　　　　　　　　　　 市内に事務所または事業所を有する方、勤務する方

　　　　　　　　　　　 市内の学校に在学している方

▽意 見 の 提 出 方 法： 意見書に氏名（名称）、住所（所在）、意見を記入し、郵送、FAX、メールまた

は直接下記へ

　※電話、口頭による意見の受付は行いません。

　※任意の書式でも提出できますが、氏名（名称）、住所（所在）が無いものは受付できません。

　※提出された意見は、個人が特定されない形で公表します。

　　なお、意見に対する個別の回答は行いません。
問 都市計画課　計画管理係　（小川、川﨑）内２８６

FAX ４３－１１０８
Ｍａｉｌ toshimasu@city.kitaibaraki.lg.jp

 北茨城都市計画区域マスタープランに関する公聴会の開催について  

 北茨城市都市計画マスタープラン（素案）に対する意見を募集します  
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急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

障
害
者
手
帳
制
度

　

障
害
者
手
帳
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。
交
付

手
続
き
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

障
害
者
週
間
は
、す
べ
て
の
人
が
障
害
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
の
中
で
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
制
度
を
紹
介
し
ま
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

障
害
年
金
制
度

　

心
身
に
障
害
を
受
け
、
一
定
の
受
給
要

件
を
満
た
す
方
に
①
障
害
基
礎
年
金
、
ま

た
は
②
障
害
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

①
は
市
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係
（
内

１
８
６
）、
②
は
日
立
年
金
事
務
所
（
☎

０
２
９
４

－
24

－

２
１
９
３
）
へ
。

医
療
費
助
成
制
度

 

・
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）

　

 

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
う
ち
、

医
療
保
険
対
象
金
額
の
一
部
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

　

 

対
象
は
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２

級
（
内
部
障
害
は
３
級
）、
②
療
育
手

帳 

Ⓐ
〜
Ａ
、
③
障
害
年
金
１
級
、
④

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
受

給
す
る
方
。
詳
し
く
は
、
市
保
険
年
金

課 

医
療
年
金
係
（
内
１
８
８
）
へ
。

 

・
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

　

 

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載

さ
れ
た
障
害
の
程
度
軽
減
や
そ
の
維
持

を
図
る
た
め
、
特
定
の
医
療
を
受
け
た

場
合
に
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
１
割

と
な
る
制
度
で
す
。

 

・
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

　

 

障
害
を
有
す
る
児
童
、
ま
た
は
罹
患
し

て
い
る
疾
患
を
放
置
す
る
と
将
来
障
害

を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
児
童(

い
ず
れ

も
18
歳
未
満
）
で
あ
っ
て
確
実
な
治
療

効
果
を
期
待
し
う
る
場
合
、
必
要
な
医

療
の
給
付
を
保
険
適
用
の
範
囲
内
で
行

う
制
度
で
す
。

 

・
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

　

 

精
神
科
等
で
通
院
に
よ
る
医
療
を
受
け

た
場
合
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

１
割
に
な
る
制
度
で
す
。

※ 

自
立
支
援
医
療
は
、
す
べ
て
所
得
に
応

じ
負
担
上
限
月
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
手
当

 

・
特
別
障
害
者
手
当

　

 

精
神
や
身
体
の
重
度
障
害
で
、
常
時
介

護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

対

象

者

次の機能に障害のある方
視覚、聴覚・平衡、音声・
言語、そしゃく、肢体不
自由、心臓、腎臓、呼吸
器、ぼうこうまたは直腸、
小腸、ヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫、肝臓※

知的機能の障害が発達期
（概ね 18歳まで）に現れ
たことにより、日常生活
に様々な支障が生じてい
るため、何らかの特別な
援助を必要とする方

精神的な病気により、
日常生活に支障のある方

必
要
書
類

・診断書
・顔写真２枚
　（縦４cm×横３cm）
　１年以内に撮影のもの
　プリンタ印刷写真不可
・印鑑（認印可）
・預貯金通帳
　（新規申請者のみ）
・マイナンバーカード
　（通知カード可）

下記機関での判定が必要
です（要予約）。
【18 歳未満】
日立児童相談所
☎ 0294 － 22－ 0294
※ 偶数月の第２水曜日に
限り 18 歳以上でも判
定可能な場合もありま
す。

【18歳以上】
県福祉相談センター
☎ 029 － 221 － 0800

・ 診断書または障害年金
証書など

・顔写真 1枚
　（縦 4cm×横 3cm）
　１年以内に撮影のもの
　プリンタ印刷写真不可
・印鑑（認印可）
・マイナンバーカード
　（通知カード可）

手
続
方
法

① 市役所社会福祉課で診
断書を受け取る。

② 都道府県等から指定を
受けた医師に診断書の
記載を依頼する。

③ 必要書類を社会福祉課
へ持参し申請する。

※ 預貯金通帳は診断書作
成料助成のため必要

① 市役所社会福祉課で診
断書を受け取る。

② 医師に診断書の記載を
依頼する（障害年金受
給者は①②不要）。

③ 必要書類を持参し社会
福祉課へ申請する。

※ 肝臓機能障害について肝炎対策基本法に基づき、平成 22 年４月から身体障害者

手帳の交付対象になりました。

　対 象 者： ① 肝炎（Ｂ型・Ｃ型肝炎を含む）などを原因とする重症の肝臓機能

障害が３カ月以上継続していて、日常生活に著しい制限のある方　

　　　　　　② 肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方

　認定基準： 主として肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh分類で判定し、

３カ月以上グレードＣ（重度）に該当する方が概ね対象となります。

　　　　　　 ただし、診断前６カ月にアルコールを摂取している方などは対象と

なりません。

身体障害者手帳

茨城県

 

・
障
害
児
福
祉
手
当

　

 

重
度
障
害
で
、
常
に
介
護
を
要
す
る
、

在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

 

20
歳
未
満
の
障
害
児
を
在
宅
で
育
て
る

保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

補
装
具
費
の
支
給

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
が
車
い
す

等
の
補
装
具
を
製
作
ま
た
は
修
理
す
る
際

に
か
か
る
、
費
用
の
９
割
を
公
費
で
負
担

す
る
制
度
で
す
。
支
給
さ
れ
る
補
装
具
の

種
類
と
、
そ
の
対
象
と
な
る
障
害
は
表
の

と
お
り
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

必
ず
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後

の
事
後
申
請
は
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽主な補装具と支給対象
種　類 対象となる障害

義肢（義手・義足）、装具、座位保持装置、
車いす、電動車いす、歩行器、
歩行補助杖

肢体不自由

重度障害者用意思伝達装置
両上下肢機能
全廃言語機能
喪失

視覚障害者安全杖、義眼、眼鏡
（矯正、遮光、コンタクトレンズ、弱視）

視覚障害

補聴器、人工内耳
(音声信号処理装置修理に限る )

聴覚障害

※介護保険が利用できるときは、介護保険が優先されます。
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・ 

利
用
者
の
負
担

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
原
則
と
し
て
１

割
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
障
害
者
の
方（
配
偶
者
が
い
る

と
き
は
配
偶
者
、
障
害
児
の
と
き
は
そ
の

保
護
者
を
含
む
。）
の
所
得
状
況
に
よ
り
、

負
担
上
限
月
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　

身
体
障
害
者
相
談
員
は
同
じ
障
害
者
の

立
場
か
ら
、
知
的
障
害
者
相
談
員
は
知
的

障
害
者
の
関
係
者
と
し
て
、
障
害
の
あ
る

人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
療
育
、
生
活
な
ど

に
関
す
る
相
談
や
更
生
援
護
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
と
き
は
、
下
記
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

税
の
控
除
・
減
免

　

税
の
障
害
者
控
除
の
う
ち
所
得
税
・
相

続
税
は
日
立
税
務
署（
☎
０
２
９
４

－

21

－

６
３
４
６
）、市
県
民
税
は
市
税
務
課
市

民
税
係（
内
１
５
１
～
１
５
５
）へ
。

　

自
動
車
税
の
減
免
は
常
陸
太
田
県
税
事

務
所（
☎
０
２
９
４

－

80

－

３
３
１
４
）、

軽
自
動
車
税
の
減
免
は
市
税
務
課
市
民
税

係（
内
１
５
１
～
１
５
５
）へ
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

　

心
身
障
害
者（
児
）の
保
護
者
が
毎
月
一

定
額
の
掛
け
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
著
し
い
身
体
障
害

を
負
っ
た
場
合
に
、
心
身
障
害
者（
児
）
に

終
身
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

在
宅
で
、身
体
障
害
者
手
帳（
下
肢
ま
た

は
体
幹
機
能
障
害
１
～
２
級
）
ま
た
は
療

育
手
帳
Ⓐ
を
お
持
ち
の
方
が
居
宅
内
の
通

行
を
円
滑
に
す
る
改
造
等
を
行
う
場
合

に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す（
増

築
、改
築
、新
築
を
除
く
）。

※ 

年
度
内
に
完
成
す
る
も
の
に
限
る
。

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

　

身
体
障
害
者
手
帳（
４
級
以
上
）を
持
ち
、

道
路
交
通
法
の
運
転
免
許
欠
格
事
由
に
該

当
し
な
い
運
転
適
性
試
験
合
格
者
を
対
象

に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

自
動
車
改
造
費
補
助

　

身
体
障
害
者
手
帳（
上
肢
、
下
肢
、
体
幹

機
能
障
害
１
～
２
級
）を
持
つ
方
が
、自
動

車
の
操
向
装
置
等
を
改
造
す
る
場
合
に
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽地域生活支援事業の内容
移動支援 日常生活上必要な屋外への移動（通院・通所等を

除く）を支援します。

日中一時支援 家族等の都合で日中の介護が困難になった場合、
一時的に事業所へ通所できます（宿泊を除く）。

地域活動
支援センター

（無償サービス）

18 歳以上を対象に、日常生活の基本的な動作指
導や集団生活への適応訓練等を行います。

訪問入浴サービス 日常生活全般に介助が必要で、自宅の浴室の使
用が困難な場合に、入浴の機会を提供します。

日常生活用具
の給付（※）

日常生活に必要な用具を購入する場合、事前申
請により費用の一部または全部を所得に応じて
給付します。品目は左記のとおり。

意思疎通支援
（無償サービス）

聴覚、言語、視覚の障害を持つ方の円滑な意思
疎通を仲介するため、手話通訳者等を公的機関
や医療機関へ派遣します。

・特殊寝台、特殊マット
・入浴担架、入浴補助用具
・体位変換器、移動用リフト
・訓練いす、訓練用ベッド
・移動・移乗支援用具
・便器、特殊便器、特殊尿器
・頭部保護帽
・Ｔ字状・棒状杖
・火災警報器、自動消火器
・電磁調理器
・歩行時間延長信号機用小型送信機
・聴覚障害者用屋内信号装置
・透析加湿器
・ネブライザー（吸入器）
・ストーマ装具（蓄便蓄尿袋）
  収尿器、紙おむつ

・電気式たん吸引器
・酸素ボンベ運搬車
・盲人用体重計、盲人用体温計音声式
・携帯用会話補助装置
・ 点字ディスプレイ、点字器、点字タイ
プライター、視覚障害者用ワープロ

・視覚障害者用ポータブルレコーダー
・ 視覚障害者用活字文書読み上げ装
置、視覚障害者用拡大読書器、点字
図書

・盲人用時計
・ 聴覚障害者用通信装置、聴覚障害者
用情報受信装置、情報・通信支援用
具、福祉電話

・人工喉頭、人工内耳用電池
・居宅生活動作補助用具

問
社
会
福
祉
課　

障
が
い
地
域
福
祉
係

�（
松
野
、
高
橋
、
鈴
木
）
内
１
３
７
、１
３
８

（※）給付の日常生活用具一覧

障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　

初
乗
料
金
30
回
分
を
補
助
し
ま
す
。対
象

者
は
、身
体
障
害
者
手
帳（
１
～
２
級
と
１

種
３
級
）、療
育
手
帳（
Ⓐ
～
Ａ
）、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳（
１
～
２
級
）の
方
。

い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

　

対
象
と
な
る
障
害
者
、高
齢
者
、難
病
患

者
お
よ
び
妊
産
婦
の
方
に
、
商
業
施
設
等

に
設
置
さ
れ
た
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場

で
利
用
す
る
利
用
証
を
発
行
し
ま
す
。

そ
の
他
の
割
引
制
度

　

鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
航
空
料
金
、有

料
道
路
通
行
料
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
、公
共
施

設
入
場
料
等
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
手
続
き
が
必
要
な
場
合
あ
り
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

　
　

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
を
持
つ
方
が
、
日
常
生
活
を
送
る

う
え
で
必
要
な
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
そ

の
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。対
象
は
、原
則

と
し
て
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
、
対
象
疾

患
に
罹
患
し
て
い
る
難
病
の
方
で
す
。

 

・
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ

① 

必
要
書
類
を
持
参
し
、
社
会
福
祉
課
で

申
請

② 

障
害
支
援
区
分
を
決
定
す
る
た
め
に
必

要
な
調
査
を
実
施

③
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成

④ 

障
害
支
援
区
分
の
決
定
後
に
、
利
用
希

望
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
提
供
事
業
所

と
利
用
契
約

⑤
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

▽障害福祉サービスの種類
サービス名

介護等
給　付

・居宅介護　・重度訪問介護　・同行援護

・行動援護　・療養介護　・生活介護　・短期入所

・重度障害者等包括支援　・施設入所支援

訓練等
給　付

・自立訓練（機能訓練、生活訓練）

・就労移行支援　・就労継続支援

・共同生活援助（グループホーム）

・就労定着支援　・自立生活援助

障害児
通所支援

・児童発達支援　・医療型児童発達支援

・放課後等デイサービス　・保育所等訪問支援

・居宅訪問型児童発達支援

相談支援 ・計画相談支援　・地域相談支援
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子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【12 月、１月の主な予定】　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日（祝日除く）
４月から変更になりました

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～11時30分

12　

月

9日 健康講座 9日 クリスマス制作② 3日 クリスマス制作

お誕生日会

8日 クリスマス制作

11日 ミニクリスマス会 15日 英語で遊ぼう 10日 11日 楽器遊び

14日 知育あそび 16日 クリスマス会 17日 クリスマス会（要予約）15日 クリスマス会（要予約）

15日 絵本

身体測定

21日 お正月制作① 18日 リズム遊び

18日 23日
（１部）

（２部）

リトミック
０歳～１歳半対象
10時～ 11時
１歳半～対象
11時～ 12時

17日 リトミック

21日 カレンダー制作

22日 お正月制作

24日 英語であそぼう！ 24日 お正月制作②

25日 お誕生日会・壁面制作

１　

月

5日 お弁当屋さんごっこ制作 8日 お誕生日会 5日 身体測定 12日 スタンプ遊び

7日 1月の木 13日 健康講座 ７日 たこ・こま作り 15日 洗濯ばさみ遊び

8日 お弁当屋さんごっこ 14日 おかし作り 19日 節分制作

22日
思い出手形制作

26日

29日 運動遊び

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330 ☎42－0737

（磯原保育園内）
☎46－5811

（大津保育園内）

　子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に集

まる場所です。

　※ 利用に関しては引き続き施設の指示に従い、また、お子さんのマスク

着用にご協力をお願いします。

　※今後の予定変更時には市ホームページにてご案内します。

■
乳
幼
児
健
康
診
査　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

観
点
か
ら
、
実
施
を
中
止
・
延
期
し
て
い

た
乳
幼
児
健
診
を
６
月
か
ら
再
開
し
て
い

ま
す
。

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
に

つ
い
て
は
、
年
間
予
定
表
（
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
掲
載
）
の
対
象
月
齢
や
受
診
方
法
を

変
更
し
て
行
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
個

別
に
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

の
う
え
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問

健
康
づ
く
り
支
援
課

 

（
安
島
）
内
１
９
６

■
育
児
相
談

 

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽
と
き　

12
月
23
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

▽
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
問

健
康
づ
く
り
支
援
課 

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　

１
月
13
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
津
子
ど
も
の
家

問

子
育
て
支
援
課 

 

内
１
３
２

■
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

�

☎
＃
８
０
０
０

　

す
べ
て
の
電
話

�

☎
03

－

６
６
６
７

－

３
３
７
７

 

（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
可)

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ
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北茨城市役所　☎43-1111

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

 

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

 

～
申
請
を
お
忘
れ
な
く
～

　
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」

を
、
支
給
対
象
者
（
※
）
の
皆
さ
ん
へ
５

月
よ
り
既
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
以
下
に

該
当
す
る
方
々
に
は
ご
案
内
が
届
い
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
支
給
に
該
当
す
る
方
は
速

や
か
に
書
類
の
ご
提
出
等
を
お
願
い
し
ま

す
（
特
例
給
付
の
方
を
除
く
）。

※�

平
成
16
年
４
月
２
日
～
令
和
２
年
３
月　

31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
児
童

手
当
の
受
給
者

▽
公
務
員
の
方

　

�

所
属
庁
の
案
内
に
従
っ
て
、
子
育
て
支

援
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
特
例
給
付
の
方

　

�

所
得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当
で
は
な

く
月
額
５
，
０
０
０
円
を
受
け
て
い
る

方
は
今
回
の
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
住
所
変
更
等
で
宛
名
に

�

届
い
て
い
な
い
方

　

�

市
子
育
て
支
援
課
に
て
変
更
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
（
用
意
す
る
書
類
等
を

ご
案
内
し
ま
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
願

い
ま
す
）。

▽
支
給
に
あ
た
っ
て
の
ご
注
意

　

�

児
童
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
指
定
し

て
い
た
口
座
等
を
解
約
し
て
お
り
、
給

付
金
の
支
給
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
児
童
手
当
の
振
込
指
定

口
座
の
変
更
手
続
き
等
を
お
願
い
し
ま

す
。
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
が
口
座

解
約
・
変
更
等
に
よ
り
で
き
な
い
場
合

は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
の
給
付
金
は
令
和
２
年
度
中
に

事
業
が
完
了
し
ま
す
の
で
令
和
２
年
12

月
末
ま
で
に
必
ず
ご
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に

つ
い
て
の
HP
お
よ
び
QR
コ
ー
ド

　

�http://w
w
w
.city.kitaibaraki.lg.jp/

docs/2020050200012/

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

�

内
１
３
２
～
１
３
４

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

　

令
和
２
年
８
月
よ
り
申
請
を
受
付
し
て

い
る
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
で

す
が
、
申
請
の
締
め
切
り
は
令
和
３
年
３

月
１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
で
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
へ
の
給
付

ア　

�

令
和
２
年
６
月
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
方
（
支
給
済
）

イ　

�

公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方
（
申
請
が
必
要
）

　

※�

平
成
30
年
分
の
所
得
が
児
童
扶
養
手

当
に
係
る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回

る
方
に
限
り
ま
す
。

ウ　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直
近

の
収
入
が
、
児
童
扶
養
手
当
の
対
象

と
な
る
水
準
に
下
が
っ
た
方

�

（
申
請
が
必
要
）

② 

収
入
が
減
少
し
た
児
童
扶
養
手
当
受
給

世
帯
等
へ
の
給
付
（
申
請
が
必
要
）

　

�

上
記
ア
・
イ
の
対
象
者
の
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
方

▽
給
付
額

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
へ
の
給
付

　

�

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
万
円

② 

収
入
が
減
少
し
た
児
童
扶
養
手
当
受
給

世
帯
等
へ
の
給
付

　

�

１
世
帯
５
万
円
（
上
記
ア
・
イ
に
該
当

さ
れ
る
方
の
み
が
対
象
）

※�

給
付
は
１
回
の
み
の
た
め
、
既
に
申
請

し
た
方
は
改
め
て
給
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
申
請

　

�「
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
へ
の
給

付
」（
上
記
イ
・
ウ
に
該
当
さ
れ
る
方
）、

「
収
入
が
減
少
し
た
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
等
へ
の
給
付
」（
上
記
ア
・
イ

に
該
当
さ
れ
る
方
）
と
も
に
８
月
の
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
時
に
行
い

ま
す
。
申
請
の
際
に
必
要
と
な
る
も
の

は
左
記
の
通
り
で
す
。

①
上
記
ア
に
該
当
さ
れ
る
方

�

・
印
鑑

�

・
令
和
２
年
２
月
以
降
の
給
与
明
細

②
上
記
イ
に
該
当
さ
れ
る
方

�

・
印
鑑

�

・
年
金
手
帳

�

・
平
成
30
年
の
年
金
振
込
通
知
書

�

・
申
請
者
名
義
の
通
帳

�

・�

戸
籍
謄
本
（
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
不
要
）

�

・�

令
和
２
年
２
月
以
降
の
給
与
明
細
（
上

記
支
給
対
象
者
の
②
の
申
請
を
す
る

方
の
み
必
要
）

③
上
記
ウ
に
該
当
さ
れ
る
方

�

・
印
鑑

�

・
年
金
手
帳

�

・
令
和
２
年
２
月
以
降
の
給
与
明
細

�

・
申
請
者
名
義
の
通
帳

�

・�

戸
籍
謄
本
（
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
不
要
）

※�

申
請
者
の
両
親
や
兄
弟
に
あ
た
る
扶
養

義
務
者
に
あ
た
る
方
の
分
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

※�

自
営
業
な
ど
で
給
与
明
細
を
用
意
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

令
和
２
年
６
月
以
降
に
ひ
と
り
親
に

な
っ
た
方
で
申
請
を
行
い
た
い
方
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

�

内
１
３
２
～
１
３
４
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

就
学
援
助（
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
）

　
　
　
　
　
　

制
度
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
小
、
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
学
校
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
必
要
経
費
の
一
部

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。
援
助
を
受
け
る

た
め
に
は
「
準
要
保
護
児
童
生
徒
」
と
し

て
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

援
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん

が
通
学
を
し
て
い
る
学
校
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
新
入
学
用
品
費

を
入
学
前
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

入
学
予
定
者
に
は
、
各
学
校
の
新
入
学
説

明
会
時
に
案
内
を
配
布
し
ま
す
。

・�

準
要
保
護
と
は
、「
要
保
護（
生
活
保
護
）」

に
準
ず
る
生
活
状
況
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

・�

支
給
さ
れ
る
も
の
は
、
学
用
品
費
、
通

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
、
校
外
活
動
費
な
ど
で
す
。（
一
部

限
度
額
が
あ
り
ま
す
）

・�

支
給
は
、
認
定
さ
れ
た
月
か
ら
そ
の
年

度
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

問�

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
、
教
育
総
務

課　

総
務
学
務
係
（
遠
山
）
内
４
５
２

令
和
２
年
度　

野
口
雨
情
記
念
賞

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
野
口
雨
情
記
念
賞

童
謡
作
詩
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年

度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
俳
句
ポ
ス

ト
の
部
」
の
み
実
施
し
ま
し
た
。
２
９
９

句
の
応
募
が
あ
り
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
入
賞
者
の
作
品
は
12
月
22
日
㈫

～
１
月
31
日
㈰
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
て

展
示
し
ま
す
。

【
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル（
俳
句
ポ
ス
ト
の
部
）】

○
大
賞

「
天
心
の
墓
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
止
ま
ず
」

　
岡
田
　
美
幸
（
埼
玉
県
志
木
市
）

○
優
秀
賞

「
継
が
れ
ゆ
く
赤
き
振
袖
紙
魚
ひ
と
つ
」

　

神
原
　
昭
子
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

「
孫
の
ふ
み
心
ふ
く
ら
む
良
夜
か
な
」

　

船
木
　
い
ち
江
（
関
本
町
）

「
緑
濃
き
吾
が
産
土
の
山
河
か
な
」

　

渡
辺
　
彰
（
磯
原
町
）

「
土
用
浪
五
浦
の
崖
を
か
け
の
ぼ
り
」

　

水
野
　
春
美
（
千
葉
県
船
橋
市
）

「
天
心
の
思
索
の
道
や
花
水
仙
」

　

真
保
　
ユ
キ
子
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

○
入
選

　

轟
　
あ
か
ね
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

　

金
田
　
幸
子
（
埼
玉
県
蓮
田
市
）

　

大
森
　
正
昭
（
水
戸
市
）

　

荒
井
　
禮
子
（
高
萩
市
）

　

佐
藤
　
吉
雄
（
大
津
町
）

　

坂
本
　
清
人
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

　

中
村
　
洋
子
（
高
萩
市
）

　

小
泉
　
豊
張
（
中
郷
町
）

　

奥
村
　
雄
治
（
笠
間
市
）

　

堀
口
　
富
男
（
磯
原
町
）

問�

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

�

（
深
津
）
内
４
３
１

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
観
や
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
は
、
中
郷
町
在
住

の
77
歳
女
性
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「�

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を

や
る
よ
う
に
気
持
ち
を
切
り
替

え
た
」

―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
暮
ら
し
に
変
化

は
あ
り
ま
し
た
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
以
降
、
生

活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
感
染
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
人
混
み
を
避

け
、
買
い
物
も
回
数
を
減
ら
す
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
か

ら
孫
が
泊
ま
り
に
来
る
こ
と
も
控
え
て

も
ら
っ
て
お
り
、
と
に
か
く
３
密
を
減

ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
孫
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
来
ら
れ
な
い
こ
と
を

本
当
に
残
念
が
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
方

な
い
で
す
ね
。

―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
身
体
や
心
に

は
な
に
か
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か

　

外
出
の
頻
度
が
減
っ
た
の
で
、
身
体

を
動
か
す
量
が
減
り
ま
し
た
。
そ
の
せ

い
で
、
お
腹
が
空
か
ず
、
食
べ
る
量
も

減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に

陥
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
少
し
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
自
覚
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
歌
や
体
操
、
お
華
の
サ
ー
ク
ル
に

週
１
～
２
回
ほ
ど
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
一
気
に
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
仲
間
に
会
え
な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
、
笑
う
こ
と
も
少

な
く
な
り
、
気
分
が
暗
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
一
時
は
何
に
対
し
て
も
意
欲
が

湧
か
ず
、
う
つ
う
つ
と
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
少
し
ず
つ

サ
ー
ク
ル
活
動
も
再
開
し
て
き
て
い
る

の
で
、
生
活
の
ハ
リ
も
徐
々
に
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
と

し
て
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

不
思
議
な
も
の
で
、
今
で
は
コ
ロ
ナ

禍
の
生
活
様
式
に
慣
れ
て
き
て
い
ま
す

ね
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
い
つ
か
終
息
す
る

こ
と
を
願
い
、
こ
の
状
況
の
中
で
で
き

る
こ
と
を
や
ろ
う
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
い
ま
す
。
感
染
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
屋
外
で
散
歩
を
し
た
り
、
少
し
街

の
方
に
出
か
け
て
み
た
り
。
そ
う
す
る

と
、
た
ま
に
誰
か
に
会
う
こ
と
が
で
き

て
、
そ
れ
が
少
し
励
み
に
な
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
畑
の
世
話
を
し
た
り
、
草

む
し
り
を
し
た
り
す
る
の
も
い
い
運
動

に
な
り
ま
す
し
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
毎
日
お
風

呂
に
ゆ
っ
く
り
と
入
っ
て
身
体
を
温
め

る
こ
と
、
面
白
い
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て

い
る
時
は
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
し
っ
か

り
と
声
を
出
し
て
笑
う
こ
と
、
こ
れ
も

今
の
私
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
】

　

�

北
茨
城
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー

　

�

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
地
域
総
合
診　

療
医
学
講
座　

�

川
田　

尚
吾

　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

鈴
木　

和
江

問

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

（
菊
池
）　

☎
44

－

７
１
１
１

わたしの
健康づくり

ウィズコロナ時代
の

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録
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北茨城市役所　☎43-1111

新型コロナウイルス感染症に関する
市独自の支援制度

　新型コロナウイルス感染症の影響による事業収入（売上）減少等により、経営に大きく影響を受

けている事業者に対し、事業の継続を支え、再起の糧となるよう、事業全般に広く使える給付金を

支給します。
事 業 継 続 給 付 金

●支給対象者　 令和２年１月～ 12 月のいずれか１カ月における事業収入（売上）が前年同月と比

較して 20％以上 50％未満の割合で減少している市内に事業所を有する中小企業

者、個人事業主

●支 給 額　中小企業者：50 万円　　個人事業主：30 万円　（一律）

※ 国の持続化給付金の対象となる方（すでに給付された方・申請予定の方）または、宿泊事業者給付金、

交通事業者給付金の対象者は重複して申請できません。

宿泊事業者給付金
●支給対象者　 令和２年１月～ 12 月のいずれか１カ月における事業収入（売上）が前年同月と比

較して 50％以上減少している市内に事業所を有する宿泊事業者

●支 給 額　定員 50 人以上：150 万円　30 人以上 50 人未満：70 万円　30 人未満：50 万円
交通事業者給付金

●支給対象者　 令和２年１月～ 12 月のいずれか１カ月における事業収入（売上）が前年同月と比

較して 50％以上減少している市内に事業所を有する交通事業者

●支 給 額　 貸切バス：10 万円　タクシー：３万円　福祉有償運送車両：３万円（１台あたり）

◎申請期限　令和３年１月 29 日㈮

※いずれも「いばらきアマビエちゃん」登録事業者に限ります。

※申請要件など詳しくは市ホームページで確認いただくかお問い合わせください。

茨城県人権啓発キャラクター

ココロちゃん

新型コロナウイルス感染症の感染者やその家族、

医療従事者等への不当な差別を禁止します。

コロナ差別に関する相談 受付中

０２９-３０１-２６１３（平日９時〜１７時）

茨城県・茨城県人権啓発推進センター 茨城県 コロナ差別

ⓒ公益財団法人人権教育啓発推進センター

＃正しい理解を
＃差別はやめよう

問 県保健福祉部福祉指導課　人権施策推進室　☎０２９－３０１－３１３５

申 問  商工観光課（岸）内３６２

事業者
向け

０％ 20％

売上高減少率

宿泊事業給付金 交通事業者給付金
事業継続給付金

50％

国の持続化給付金
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110
令和２年 北茨城市・高萩市合同中学校新人体育大会

令和２年 県北地区中学校新人体育大会

団体戦 第１位 第２位 第３位

軟式野球 中郷中 磯原中 
常北中

サッカー 中郷中 磯原中

バスケット
ボール男子 常北中 高萩中・ 

中郷中合同

バスケット
ボール女子 中郷中 磯原中・ 

華川中合同 常北中

バレーボール
女子 常北中 磯原中

ソフトテニス
男子 関本中 中郷中 磯原中

ソフトテニス
女子 中郷中 磯原中 常北中

体操男子 華川中

体操女子 華川中

卓球男子 常北中

卓球女子 中郷中 磯原中

柔道男子 中郷中 常北中

柔道女子 常北中 磯原中

剣道男子 磯原中 中郷中

剣道女子 磯原中 中郷中

団体戦 第１位 第２位 第３位

バスケット
ボール男子 常北中

バスケット
ボール女子 中郷中

ソフトテニス
女子 中郷中

体操男子 華川中

体操女子 華川中

卓球女子 中郷中

柔道男子 中郷中

柔道女子 常北中

剣道女子 磯原中

水泳男子 磯原中

バドミントン
男子 関本中

バドミントン
女子 関本中

個人戦 〇は順位（※市内の方のみ掲載）

体操男子 ①戸祭　瑛斗（華川）　②山縣　慎太郎（華川）　③松本　琉生（華川）

体操女子 ①藁谷　茉央（華川）　②蛭田　悠衣菜（華川）　③鉃　　綾乃（華川）　

ソフトテニス
男子

①小野・近藤（中郷）　③鈴木・豊田（中郷）　③金田・野口（中郷）

ソフトテニス
女子

①酒井・鈴木（関本）　②塩・佐佐木（磯原）　③畠山・篠原（中郷）

卓球女子・単 ①大山　あい（中郷）　②和氣　令奈（華川）

柔
道
男
子

50kg 級 ①伊藤　愛留（常北）　③佐川　優人（常北）

55kg 級 ②橋本　柊人（常北）　③小野　恒輝（常北）　③篠原　政輝（中郷）

60kg 級 ②羽染　大軌（磯原）　③馬場　遙翔（常北）　③平子　真輝（中郷）

66kg 級 ①小豆畑　雄斗（中郷）

73kg 級 ①坂本　貴空（中郷）

90kg 級 ①鈴木　涼生（中郷）

90kg 超級 ③大友　　蓮（磯原）

柔
道
女
子

40kg 級 ①澤畠　陽果（常北）

44kg 級 ①澤畠　陽和（常北）　②伊藤　　光（常北）　③酒井　礼菜（磯原）

52kg 級 ①當山　かれん（磯原）

57kg 級 ①髙木　くるみ（常北）

剣道男子 ①村山　春樹（常北）　③桒原　健人（磯原）

剣道女子 ②村越　怜美（磯原）　③小坂　香真知（磯原）　③上野　蒼奈（磯原）

個人戦 〇は順位（※市内の方のみ掲載）

体操男子 ①戸祭　瑛斗（華川）　②山縣　慎太郎（華川）　③松本　琉生（華川）

体操女子 ①藁谷　茉央（華川）　②蛭田　悠衣菜（華川）　③鉃　　綾乃（華川）

ソフトテニス男子 ②小野・近藤（中郷）

ソフトテニス女子 ③酒井・鈴木（関本）

卓球女子・単 ③大山　あい（中郷）

柔
道
男
子

50kg 級 ②伊藤　愛留（常北）

55kg 級 ③小野　恒輝（常北）

60kg 級 ③羽染　大軌（磯原）

66kg 級 ①小豆畑　雄斗（中郷）

73kg 級 ②坂本　貴空（中郷）

90kg 級 ①鈴木　涼生（中郷）

90kg 超級 ③大友　蓮（磯原）

柔
道
女
子

40kg 級 ①澤畠　陽果（常北）

44kg 級 ①澤畠　陽和（常北）　②伊藤　光（常北）　③酒井　礼菜（磯原）

52kg 級 ②當山　かれん（磯原）

57kg 級 ①髙木　くるみ（常北）

剣道男子 ②村山　春樹（常北）

水泳男子自由形 50m ①菊地　佑樹（磯原）

水泳男子平泳ぎ 100m ③髙田　陸斗（磯原）

バドミントン男子シングルス ②服部　龍（関本）

バドミントン男子ダブルス ②小松・扇（関本）

バドミントン女子ダブルス ③森・鈴木（関本）

9月 24日㈭～ 28日㈪　北茨城市民体育館　他

10 月 7 日㈬・8日㈭　予備日 9日㈮・10 日㈯　
北茨城市民体育館　他＜水泳・バドミントン・体操を除く＞

　� 　問学校教育課（滝）内４４０
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北茨城市役所　☎43-1111
第16回県北地区中学校駅伝競走大会

茨城県中学校新人陸上競技大会

スポーツ大会の結果

10月 20日㈫　笠松運動公園周回コース

10月１日㈭・２日㈮　笠松運動公園陸上競技場

順位 学校名 記　　録 備　　考

男
　
子

1 中郷中 58 分 20 秒 大会新

2 常北中 59 分 28 秒

7 磯原中 1時間 0 分 22 秒

女
　
子

1 中郷中 43 分 21秒 大会新

3 磯原中 45 分 42 秒

5 華川中 46 分 31秒

※ ８位入賞まで記載。

区間賞 区間 学校名 氏　　名 記　録 備　考

男
　
子

2 常北中 草野　日陽 ９分 30 秒

3 中郷中 関澤　瑠華 ９分 15 秒 区間新

女
　
子

1 中郷中 鈴木　凜皇 11分 04 秒 区間新

2 中郷中 畠山　美希 ７分 07 秒

3 中郷中 鈴木　咲々 ７分 23 秒

4 中郷中 星川　月菜 ６分 59 秒 区間新

5 中郷中 嶋田　菜那 10 分 48 秒

種目 順位 氏名 学校名 記録 種目 順位 氏名 学校名 記録

男
　
子

400m 8 髙橋　　琉碧 常 北 57 秒 74
女
　
子

1500m 1 鈴木　　凜皇 中 郷 4 分 44 秒 73

3000 ｍ 6 五十嵐　新太 中 郷 9 分 37 秒 36 1500m 8 畠山　　美希 中 郷 4 分 53 秒 27

走高跳 2 大塚　　隆道 磯 原 1m60 走高跳 7 古川　　和香 磯 原 １m35

※ 8 位入賞者まで記載

◆ 第 28 回 市長杯少年サッカー大会 10 月10 日㈯　サッカー・ラグビー場

優 勝 準優勝 第 3 位

高学年の部 磯原 FC スポーツ少年団 中郷 FC スポーツ少年団 中郷リアン

低学年の部 中郷 FC スポーツ少年団 磯原 FC スポーツ少年団 常北ジュニアサッカースポーツ少年団

◆ 第 38 回 市民テニス大会 10 月 31日㈯ 磯原地区公園テニスコート

優 勝 準優勝 第 3 位

男子 
A クラス

上野　泰弘・渡邉　健司 
（Qoo）

遠藤　和弘・大平　成一 
（Qoo）

八木沼　一樹・小林　舜 
（ミルフィーユ） 

大野　勇太郎・鶴岡　勇大 
(MYU－7)

男子 
B クラス

梅津　亮介・湊　一真 
（日立 IU）

吉成　竜也・大貫　数馬 
（必笑会）

松田　容幸・荒井　稔 
（大子） 

小峰　充・菊池　秀雄 
( フリー )

女子 
A クラス

橋本　敦子・永塚　清美 
（ガット TC）

佐藤　美奈子・北　留美 
（ガット TC）

星　沙織・大山　伸子 
（ミルフィーユ）

女子 
B クラス

大友　加代子・佐藤　陽子 
（いわきローン）

菊地　奈緒美・高橋　美香 
（ガット TC・スマッシュ）

松崎　悦子・渡辺　さゆり 
（IVTC） 

金沢　節子・佐藤　涼子 
（大子）

◆ 第 30 回 市長杯ゲートボール大会
10月14日㈬　関南ゲートボール・クロッケーコート

優 勝 準優勝 第 3 位

汐見ケ丘 二ツ島 友好会

◆ 第60回北茨城市長旗争奪軟式野球大会（一般）
10 月17 日㈯、18 日㈰、24 日㈯　磯原地区公園野球場

優 勝 準優勝

Stars ノースユニティー

最優秀選手賞：根本　真聡　　敢闘賞：小林　孝守

　� 　問生涯学習課　スポーツ振興係（小磯）内４２１

　� 　問学校教育課（滝）内４４０

第16回県北地区中学校駅伝競走大会
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

【
創
業
は
い
つ
頃
で
す
か
】

　

株
式
会
社
谷
沢
製
作
所
は
、
昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年
、
谷
澤
營
業
所
と
し
て
創

業
し
、
主
に
炭
礦
や
鉱
山
に
向
け
て
、
削
岩

機
や
送
風
機
な
ど
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
ま
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
使
わ
れ
て

い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
参
考
に
、
フ
ァ
イ
バ
ー

製
の
国
産
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
考
案
し
て
実
用
新

案
特
許
を
と
り
、
や
が
て
当
社
の
主
要
製
品

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
３
、
40
年
代
の
我
が

国
の
高
度
成
長
（
１
９
５
５
～
１
９
７
３

年
）
に
伴
っ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
需
要
も
急

速
に
増
え
て
ゆ
き
、
茨
城
県
北
茨
城
市
内
の

旧
炭
鉱
跡
地(

常
磐
炭
鉱
中
郷
鉱)

に
昭
和

46
（
１
９
７
１
）

年
、
保
護
帽
の
一

貫
生
産
工
場
と
し

て
㈱
常
磐
谷
沢

製
作
所
を
設
立

し
、
平
成
元
年

(

１
９
８
９)

年

に
現
在
の
中
郷
工

業
団
地
に
移
転
、

現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

建
設
現
場
、
工
場
等
の
労
働
安
全
衛
生
規

則
に
基
づ
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務

つ
け
ら
れ
て
い
る
場
所
で
被
る
産
業
用
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
年
間
２
０
０
万
個
ほ
ど
製
造
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
し
て
消

防
隊
員
向
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
警
察
官
用
の
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
機
動
隊
員
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
ど
、
多
種
多
様
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

会
社
の
特
色
は
な
ん
で
す
か

　

日
本
で
初
め
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
制
作
し
た

会
社
で
あ
り
、
現
在
、
産
業
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
分
野
で
は
、
シ
ェ
ア
40
％
と
、
国
内
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
他
ヘ
ル
メ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
と
異
な
っ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

部
品
製
造
、
組
立
、
お
客
様
の
企
業
名
印
刷

ま
で
一
貫
生
産
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
30
年(

２
０
１
８)

に
は
、
創
業
か
ら

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
累
計
生
産
数
が
１
億
個
を
突

破
し
ま
し
た
。

地
域
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か

　

当
工
場
は
、
２
０
０
名
弱
の
従
業
員
が
働

い
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
北
茨
城
市
お
よ
び

近
隣
在
住
者
で
す
。
ま
た
近
隣
高
等
学
校
、

北
茨
城
特
別
支
援
学
校
等
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
れ
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
敷
地
内
に
は
バ
ラ
園
が
あ
り
、

約
１
０
０
種
類
の
品
種
が
植
え
て
あ
り
、
毎

年
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
と
一
般
の

方
々
が
沢
山
見
学
に
来
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

常
磐
谷
沢
製
作
所

　茨
城
工
場

北
茨
城
市
の
企
業
紹
介
８

中
郷
工
業
団
地
編

（
中
郷
町
日
棚
）

＼＼ ＼＼防災クイズ 毎月出題される問題をクリアして、防災知識の向上を目指しましょう!!

　大きな地震が発生すると水道管が破損し、断水となることがあ
ります。　　
　成人が１日に必要とする飲料水の量は、ひとり２～３リットル
と言われており、断水した場合に備えて最低でも３日分、家族全
員の分を備蓄しておく必要があります。
　備蓄用飲料水は賞味期限が５年や10年と長く、１度購入してお
けば長期保存が可能です。また、普段から飲み慣れたミネラル
ウォーターを備蓄しておき、定期的に消費し買い足す方法もお勧
めです。

災害時、水道が復旧。
最初に水を流してはいけない場所は？
（１）洗面所
（２）トイレ
（３）台所

iPhone版 Android版

https://bousai.yahoo.co.jp/exam/

　防災クイズは、Yahoo! JAPANの『ヤフー防災
模試』から出題しました。
　その他、過去の問題についてはこちらから↓

　また、北茨城市の防災情報を「Yahoo!防災速報」
アプリで受けとることができるようになりました。
　スマートフォンをお持ちの方は、ぜひご利用ください。

今すぐアプリをダウンロード！

答え：（２）トイレ
解説：断水後の水に空気や異物が混ざっていると、トイレやウォシュレットが壊れることがあります。
　　　水が復旧したら、一般的にまず屋外に設置された水道を流すことが望ましいでしょう。
　　　屋外に水道がない場合は、洗面所や台所などトイレ以外の水道で透明になるまで水を流しましょう。
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地
番
〇
三
六
一
原
磯
町
原
磯
市
城
茨
北

長
市
城
茨
北

豊

　田

　
　
　稔
　行

に
ず
ら
貼
を
手
切

。
い
さ
だ
く
し
出
お

料金受取人払郵便

日立郵便局
承　　認

差出有効期間
　2022年3月
31日まで　

89

あなたの声を市政に3 1 7 8 7 9 0

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

私の
提案
皆さんの声にこたえます

　住みよいまちをつくるためには、皆さんの意見や提案を聴き、市政に反映させる事が大切と考えます。市では
市政の運営に活用する提案制度「私の提案」で、皆さんからの貴重な意見や要望をお受けしています。（送料無料）

問まちづくり協働課 広報広聴係（鈴木）内１９３
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　「私の提案」では、この手紙のほか、ファックスやホームページ上でも皆さん
からの意見、提案を随時受け付けています。いただいた提案に対し回答します
ので、必ず住所、氏名、電話番号を記載してください。
（提案は個人情報を保護のうえ、広報紙等で紹介される事があります。）
 FAX 30-1350

あなたの
声を
市政に

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

私 の 提 案
まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。
市政に関する自由な意見をお書きください。

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

の

　
　り

　
　し

　
　ろ

　
　

　
　

　
　

電話番号

お 名 前

あなたの 〒319-

ご 住 所 北茨城市

※住所、氏名、電話番号をご記入のうえ
　お送りください。

▼心に残っているエピソードを教えてください
　この間行われた新人戦です。県大会の団体戦で1セットも取れず
負けてしまいました。その時私たちは「もっと強くなりたい」「悔し
い」という思いでいっぱいで、これからより頑張りたいと思いまし
た。また、部活はスポーツを学ぶのではなく、人についても学ぶと
教わったことも心に残っています。

▼今後の目標を教えてください
　団体戦では県で１勝!!個人戦は１人でも多く上へ行くことです。
　日々の練習に励みこの目標がかなうように頑張っていきたいで
す。

▼部長さんから部員の皆さんへメッセージをどうぞ
　今よりも強くなり、より高いところでプレーし、他の学校から恐
れられるチームへとなってほしいです！

▼最後に顧問の先生から部員の皆さんにひと言お願
　いします
　県新人大会でみんながやってき
た練習は正しかったと確信しまし
た。十分に県で戦えます。技術指導
はできませんが、部員みなさんが練
習して勝てる環境づくりに協力し
て取り組んでいきたいと思います。
勝つぞ１勝!!

▼一言で言えばどんな部活ですか？
　明るく覇気があり、初めてバドミントンをやる人でも楽しくで
きる部活です。
　先輩、後輩の仲がとてもよく、みんなで協力して活動していま
す。人数が少ないのですが、一人ひとりが意見を言い合いながら練
習しています。

▼部の雰囲気や魅力を教えてください
　県北地区で唯一のバドミントン部だということです。県北地区
の代表として挨拶や礼儀など忘れず、明るい雰囲気で日々の練習
に励んでいます。

▼運営で大変なことはありますか
　県北地区でバドミントン部が関本中しかないため、合同練習を
することが少なく、試合馴れができないところです。

１年生７人、２年生７人の計14人が、
阿部 吉孝先生、来栖 直美先生、田中 憲先生指導の
もと日々活動しています。

こちらの

３人にお話を

聞きました

関本中学校 バドミントン部

部　長
小松 怜央さん

副部長
服部 　龍さん

副部長
森 　心美さん
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▼心に残っているエピソードを教えてください
　この間行われた新人戦です。県大会の団体戦で1セットも取れず
負けてしまいました。その時私たちは「もっと強くなりたい」「悔し
い」という思いでいっぱいで、これからより頑張りたいと思いまし
た。また、部活はスポーツを学ぶのではなく、人についても学ぶと
教わったことも心に残っています。

▼今後の目標を教えてください
　団体戦では県で１勝!!個人戦は１人でも多く上へ行くことです。
　日々の練習に励みこの目標がかなうように頑張っていきたいで
す。

▼部長さんから部員の皆さんへメッセージをどうぞ
　今よりも強くなり、より高いところでプレーし、他の学校から恐
れられるチームへとなってほしいです！

▼最後に顧問の先生から部員の皆さんにひと言お願
　いします
　県新人大会でみんながやってき
た練習は正しかったと確信しまし
た。十分に県で戦えます。技術指導
はできませんが、部員みなさんが練
習して勝てる環境づくりに協力し
て取り組んでいきたいと思います。
勝つぞ１勝!!

▼一言で言えばどんな部活ですか？
　明るく覇気があり、初めてバドミントンをやる人でも楽しくで
きる部活です。
　先輩、後輩の仲がとてもよく、みんなで協力して活動していま
す。人数が少ないのですが、一人ひとりが意見を言い合いながら練
習しています。

▼部の雰囲気や魅力を教えてください
　県北地区で唯一のバドミントン部だということです。県北地区
の代表として挨拶や礼儀など忘れず、明るい雰囲気で日々の練習
に励んでいます。

▼運営で大変なことはありますか
　県北地区でバドミントン部が関本中しかないため、合同練習を
することが少なく、試合馴れができないところです。

１年生７人、２年生７人の計14人が、
阿部 吉孝先生、来栖 直美先生、田中 憲先生指導の
もと日々活動しています。

こちらの

３人にお話を

聞きました

関本中学校 バドミントン部

部　長
小松 怜央さん

副部長
服部 　龍さん

副部長
森 　心美さん
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

大澤（亮） 大澤（亮） 吉本（第1・2・4）
大澤（亮）（第2・4）　
梶川（第1・3・5）

大澤（亮）

横谷 横谷 中山 大澤（さ）（第2・4）
横谷（第4）

大澤（さ）（第1・3・5）

大澤（さ） 大澤（さ） 梶川（第1・3・5） 飲酒量低減外来(吉本) 梶川

午後

大澤（亮） 横谷 横谷（第1・3・5） 吉本（第2・4）　
横谷（第4）
吉本（第1・3）

大澤（さ） 大澤（さ） 吉本（第1・2・4） 大澤（さ） 大澤（亮）

梶川 梶川 中山 梶川 大澤（さ）（第2・4・5）

－ －
大澤（さ）（第2・4）
梶川（第1・3・5）

－ －

訪問
午前 ○ ○ △（週によって異なります） ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ △（週によって異なります）

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、お気軽にお声掛けください。　� 　問家庭医療センター　☎ 43－1131

●外来・訪問診療のご案内　※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和２年12月１日現在

北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】	 午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診	療	科】内科、小児科、※心療内科(※予約制)　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
喫
煙
に
つ
い
て
」

内　

科　

山
本　

翔
太
郎

　

タ
バ
コ
が
身
体
に
悪
い
、
と
い
う
の
は

良
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
実

際
ど
の
よ
う
に
悪
い
の
か
等
、
喫
煙
に
つ

い
て
記
載
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
に

な
る
、
と
い
う
の
は
有
名
で
す
が
、
気
管

支
喘
息
の
発
作
の
リ
ス
ク
も
上
げ
ま
す
し
、

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
等
の
血
管
イ
ベ
ン
ト

の
リ
ス
ク
も
上
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
産
、
早
産
、
周
産
期
死
亡
な
ど

の
お
産
の
リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
り
、
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
も
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
タ
バ
コ
は
、
自
分
だ
け
が
害
を
受

け
る
わ
け
で
は
な
く
、
周
囲
も
同
じ
被
害

を
受
け
ま
す
。
２
０
１
８
年
７
月
に
健
康

増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
よ
り
全
面
施

行
さ
れ
て
お
り
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
直
接
吸
う
煙
よ
り
も
、
タ
バ

コ
の
先
か
ら
出
て
周
囲
に
広
が
る
煙
の
ほ

う
が
、
タ
ー
ル
、
ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素

と
い
っ
た
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
受
動
喫
煙
の
方
が
喫
煙
の
諸
リ
ス
ク

が
高
い
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
禁
煙
を
考
え
た
方
、
す

で
に
考
え
て
い
る
方
、
様
々
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
依
存
性
の
あ
る
嗜
好

品
で
す
の
で
、
な
か
な
か
止
め
ら
れ
ず
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
当
院

で
も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
禁
煙
治
療
は

健
康
保
険
等
を
使
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
、
そ
し
て
大
切

な
ご
家
族
の
た
め
に
も
禁
煙
を
前
向
き
に

検
討
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

市
民
病
院
職
員
募
集

　

市
民
病
院
で
は
、
左
記
期
日
に
採
用
す
る

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
職
種
と
採
用
人
数

　

・
診
療
放
射
線
技
師　
　

１
人

　

・
看
護
師　
　
　
　
　
　

６
人
程
度

▽
試
験
日　

第
１
次
試
験
：
１
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　

第
２
次
試
験
：
２
月
６
日
㈯

▽
選
考
方
法

　

・�

第
１
次
試
験
：
筆
記
試
験
（
放
射
線
専

門
試
験
ま
た
は
看
護
師
適
性
検
査
、
作

文
試
験
、
適
性
検
査
）

　

・
第
２
次
試
験
：
面
接
試
験

▽
採
用
予
定
日　

令
和
３
年
４
月
１
日

▽
応
募
締
切　
　

令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

※�

詳
し
い
受
験
資
格
、
勤
務
条
件
、
提
出
書

類
等
に
つ
い
て
は
、
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
病
院　

総
務
課�

�

（
鈴
木
、
長
久
保
、
川
合
）

�

☎
46

－

１
１
２
１�

内
２
１
０
４
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� 　問市民病院�　医事課　（加藤、井上）☎ 46－1121 内 2 2 5 5

【再来受付時間】 午前：８時から11時まで　初診は8時30分から11時まで
     （午後：受付時間は各診療科の下に記載）

【 休  診  日 】 第２・第４土曜日、日曜、祝日 

診療科 月 火 水 木 金 土 (第1,3,5) 入院

内�科
午後は予約のみ

午前
初診 石橋・山本 中村・広川

中村
植田（1・4）
植草（2・3）
宮本（第５）

植草・広川 植草・宮本 当番制

○
予約 植草・藤枝

広川 藤枝・山本 藤枝・横谷�
植草（1･4） 石橋 藤枝・中村 石橋

午後 予約 植草・藤枝　 宮本 植草（第 5除く）�
藤枝 植草・石橋 藤枝・宮本 *

循環器内科
予約のみ

午前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（第 3） 山尾・油井
○午後 山尾　　　 * 油井�

14:00 ～16:00 山尾 非常勤（第1） *
禁煙外来 * * * * * 油井 *
動脈硬化外来　
14：00～16：00 * * 油井 * * * *

呼吸器科
予約のみ

午前 * * * * 非常勤（第 2） * *

外�科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
午後は予約のみ

午前 担当医
10:00 ～

非常勤(第3除く)�
９:30 ～
【手術日】

田口
山﨑（２・４）�
10:00 ～�
小池（敏）�

９:00 ～【手術日】

山﨑
10:00 ～

田渕�
９:00 ～�
小出
10:30 ～

田口
窪木
10:00 ～

小出
（２・４・５）
10:30 ～

担当医
10:00 ～

○

午後 小出 手術日 手術日
小出
宇佐美

（1・3・5）

田口
窪木 *

乳腺外来
13：30～15：00 * 非常勤（第４） 長塚（1・3） * * * *

産婦人科
13：00～16：00

午前 小池（数） 小池（数） 小池（数） 小池（数） 井上 小池（数） ○
婦人科のみ午後 * 小池（数） * * * *

眼�科
13：00～16：00

午前 今留 * 今留 今留 今留 今留 ○午後 今留 * 今留 手術日 今留 *

小児科
午後は予約のみ

午前 小宅 小宅 平木 関島 平木 *

*
健診・注射 予防注射�

小宅�（午後） *
乳児健診�
平木�（午後）

予約外来��������
関島�（午後）

予約外来�
平木�（午後） *

専門外来 * *
神経外来�
浜野 *

心臓外来�
堀米（第４午後） *

泌�尿�器�科
13：00～15：00

午前 * * 黒田 * * * *午後 * * 黒田 * * *
脳神経外科
13：00～14：30
第 4木曜日のみ
13:00～ 14:00

午前 * 杉山（１・3） 遠藤（１・3） 楠（1・2・4） 金子 *
*午後 * * * 楠（1・2・4） 金子 *

しびれ外来
9：00 ～11：00 * * 遠藤（１・3） * * *

整形外科
診察開始時間は�
医師名下段に記載
13：00～ 15：00

午前 山口�
９:30 ～

傳田�
９:30 ～

稲垣�
９:30 ～

皆川�
９:30 ～

井ノ上�
９:30 ～ *

*
午後 山口 傳田 稲垣 皆川 井ノ上 *

耳鼻いんこう科
13：00～ 14：30

午前 * 松本 * 宮本 小海（２・３） 非常勤
*午後 * 松本 * 宮本 小海（２・３） *

皮膚科
13：00～16：00

午前 橋本 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本
要相談午後 橋本 手術・検査 橋本 褥瘡外来

（2・4） 倉持 橋本 *

歯科口腔外科�
13：00～ 16：00
診察開始は�
13：30～

午前 長井・長谷川 長井 長井・長谷川 長井
長谷川
内田

（2・4・5）

手術
（1・3）

長谷川・福澤 長井・長谷川
○

午後 長井・長谷川 長井
（萩原） 長井・長谷川 長谷川・福澤 *

麻酔科
13：00～16：00

痛み外来
(ペインクリニック )
13:00 ～16:00

* * * * 洪（1・3） * *

小 児 科
( 救急）

県北地区小児救急は、日立総合病院 ( ☎ 0294-23-1111) に集約されています。 
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
外 科 火・水曜日は手術日の為、診察までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前
にご確認ください。第１・３木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書を持参してください。

令和２年12月１日現在

●外来担当医のご案内�※1����������(網かけ)は再診予約です。※2�カッコ内の数字は週数を表しています。

健康が気になるあなたへ…

ミニドックを
受けてみませんか？

●各科からのお知らせ

　『完全面会禁止』のお願い 新型コロナウイルス感染症対策として、『完全面会禁止』としています。
入院患者さんの命を感染症から守る厳戒態勢の措置ですので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北茨城市民病院診療体制

○予約なしで受けられます
受付時間：平日8:30～15:00

問市民病院　検査室�
　�☎４６-１１２１内２２０２�

検査メニュー チェック内容 料金
糖尿セット 糖尿病の状態把握 1,500円

大腸の検査 大腸がんの発見 1,000円

血 圧 脈 波 血管年齢・動脈のつまり 2,000円

胃がんリスク検査 胃がんリスクの判定 3,000円

アレルギー検査 アレルギー 36 項目 10,000円
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

放射能測定結果

市内の放射線量の測定

①屋外体育施設（地上50cm）
測定場所 測定値

10月２日、９日
市民サッカー・
ラ グ ビ ー 場 0.05

市 民 球 場
（磯原地区公園野球場） 0.05

磯 原 地 区 公 園
テ ニ ス コ ー ト 0.06

石 岡 ス ポ ー ツ
広 場� 0.08

雨 情 の 里
ス ポ ー ツ 広 場 0.07

雨 情 の 里
テ ニ ス コ ー ト 0.07

関南ゲートボール・
クロッケーコート 0.07

北 部 ス ポ ー ツ
広 場 0.07

大 津 ス ポ ー ツ
広 場 0.08

②保育所・保育園など
� （地上50cm）

測定場所 測定値
10月2日、9日

関 本 保 育 所 0.07

み な み 保 育 園 0.07

磯 原 保 育 園 0.07

大 津 保 育 園� 0.07

中 郷 保 育 園 0.06

中郷子どもの家 0.07

大津子どもの家 0.07

③福祉センター（地上１m）
測定場所 測定値

10月2日、9日

心 身 障 害 者
第1福祉センター 0.06

心 身 障 害 者
第2福祉センター 0.07

◆常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
　10月23日～ 11月24日の測定値
　・最大値　0.075�（11月４日）
　・最小値　0.066�（11月13日）
◆水道水の測定結果
　�浄水、原水とも放射性物質は検出
されていません。
◆放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　�放射能プラザ（中郷多目的集会所
内）で受け付けています。

※測定値の単位は、すべて
　マイクロシーベルト／毎時です。

問  
①は生涯学習課 内 420
②は子育て支援課 内 133
③は社会福祉課 内 138

※環境省の定める除染を実
　施する要件は、平均 0.23
　マイクロシーベルト／毎時
　以上です。

非破壊放射能検査 農産物等の放射性物質濃度測定
　市内で生産され市場に流通する水産物、農産物
の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）

◆10月22日～11月23日の検査結果

項目 検査件数 検査結果 測定品目基準値超過

水産物 ４ ０
ヒラメ、イナダ、

サワラ、タチウオ

※�一般食品（水産物）の放射性物質の基準値は100Bq/Kgです。
※�検査結果の詳細は市のホームページで公表しています。 

問農林水産課　水産振興係（村山）内３８２

◆10月16日～11月13日の検査結果
	 （放射能対策プラザにて測定）

項　目 測定
件数

検出件数
測定品目

基準値以内 基準値超過

きのこ類 １ １ 0 しめじ

※�測定を実施した品目について、基準値以内で検出さ
れた品目は「しめじ」です。

※�基準値超過は、飲料水は10ベクレル／ kg、それ以
外は100ベクレル／ kgを超えた件数です。

問 生活環境課�環境政策係（佐藤） 内３７３　� �

　放射能対策プラザ　☎４２－０４０３

　

町
村
役
場
文
書
に
見
え
る
北
茨
城
の
歴

史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
南
中

郷
村
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
た
国
指
定
重

要
文
化
財
「
石
岡
第
一
発
電
所
」
に
係
る

資
料
で
す
。

【
茨
城
県
指
令
第
四
二
七
六
号　

　
　
　

多
賀
郡
日
立
村
日
立
鑛
山

　
　
　

鉱
業
権
者　
　

久
原
房
之
助

　
　
　

鉱
業
代
理
人　

竹
内
唯
彦

明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
日
申
請
水
力
発

電
所
工
事
材
料
運
搬
用
ノ
為
軽
便
牛
車
軌

道
敷
設
ノ
件
免
許
ス
但
別
紙
命
令
書
ノ
条

項
堅
ク
尊
守
…
】

　

こ
の
役
場
文
書
は
、
中
郷
出
張
所
の
金

庫
に
合
併
後
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
出
張
所
の
閉
鎖
時
に
資
料
館
へ
収
蔵

さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
第
一
発
電
所
施
設
は
、
日
立
銅
山

へ
電
気
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
明
治
42

（
１
９
０
９
）
年
10
月
に
着
工
さ
れ
、
44

年
10
月
に
竣
工
し
た
水
力
発
電
所
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
を
用
い
た
わ
が

国
で
最
初
の
発
電
施
設
と
し
て
平
成
21
年

に
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
書
か
ら
は
、
こ
の
発
電
所
を
日
立
鉱

山
が
建
設
し
た
こ
と
や
、
建
設
の
た
め
の

申
請
が
着
工
の
４
カ
月
前
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
材
料
を
運
搬

す
る
の
に
牛
車
を
使
用
し
た
こ
と
も
わ
か

り
ま
す
。
軽
便
と
は
線
路
幅
の
狭
い
簡
易

な
鉄
道
の
こ
と
で
す
。
軽
便
牛
車
の
場
合

は
、
荷
車
の
車
輪
幅
で
線
路
を
敷
設
し
、

そ
の
上
を
力
が
強
く
山
道
に
適
し
た
牛
に

ひ
か
せ
た
荷
車
を
通
行
さ
せ
る
の
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
最
新
の
資
材

を
運
ぶ
の
は
牛
が
引
く
荷
車
だ
っ
た
わ
け

で
す
。

　

添
付
さ
れ
た
22
条
に
わ
た
る
命
令
書
に

は
、
軌
道
の
幅
、
使
用
材
料
、
路
面
の
工

法
な
ど
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
公
文
書
か
ら
は
、
水
力
発
電
所
建

設
の
状
況
に
限
ら
ず
、
当
時
の
土
地
の
状

態
、
運
送
に
関
す
る
状
況
や
土
木
技
術
な

ど
様
々
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

資
料
館
収
蔵
資
料
が
語
る
も
の

資
料
館
収
蔵
資
料
が
語
る
も
の
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お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N
北茨城市役所　☎ 43－ 1111

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

案内
　

県
で
は
、
中
央
労
働
金
庫
と
連

携
し
て
、
勤
労
者
等
の
生
活
の
安

定
を
図
る
た
め
、
生
活
資
金
等
を

低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。
融
資

要
件
な
ど
、
詳
細
は
下
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
で
き
る
方

・
勤
労
者
の
方

・�

県
内
に
原
則
と
し
て
１
年
以
上

居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

・�

現
在
の
勤
め
先
に
１
年
以
上
継

続
勤
務
し
て
い
る
方

・�

前
年
の
税
込
年
収
が
１
５
０
万

以
上
の
方

�

問
県
労
働
政
策
課

FAX
☎�

０
２
９

－

３
０
１

－

３
６
２
５

　

�

お
近
く
の
中
央
労
働
金
庫

企
画
展
「
北
茨
城
出
土
の

化
石　
―
ク
ジ
ラ
と
サ
メ
―
」

案内
　

北
茨
城
市
内
か
ら
は
、
２
０
０

７
年
に
五
浦
海
岸
か
ら
発
掘
さ
れ

た
メ
ガ
ロ
ド
ン
の
歯
の
化
石
を
は

じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の
貴
重
な

化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
ク
ジ
ラ

と
サ
メ
と
い
う
大
型
生
物
の
化
石

を
と
お
し
て
、
太
古
の
生
物
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

12
月
２
日
㈬
～
令
和
３

年
１
月
17
日
㈰

※�

休
館
日
：
12
月
７
日
、
14
日
、

28
～
31
日
、
令
和
３
年
１
月
１

日
、
12
日

▽�

入
館
料　

有
料
（
た
だ
し
、
市

内
65
歳
以
上
、
中
学
生
以
下
は

無
料
）

▽
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
入
場
は
午
後
４
時
ま
で

�

問
歴
史
民
俗
資
料
館

�

（
市
毛
）
☎
43

－

４
１
６
０

旧
陸
海
軍
の
史
料
収
集
の

お
知
ら
せ

案内
　

茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会
で

は
、
戦
争
に
関
す
る
貴
重
な
史
料

の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
収
集
・

保
存
や
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

後
世
に
継
承
し
、
戦
争
の
惨
禍
と

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

旧
陸
海
軍
に
関
す
る
遺
品
や
写

真
な
ど
の
史
料
を
お
持
ち
の
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申�

問
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会�

�

（
大
高
）

�

FAX
☎
０
２
９

－

２
５
４

－

３
５
２
０

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

�

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
祝
い

案内
　

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
し
ク
リ
ス
マ
ス

の
お
祝
い
と
し
て
、
ケ
ー
キ
や
お

食
事
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
を
お
渡
し

し
ま
す
。
三
密
を
避
け
る
た
め
集

会
は
行
わ
ず
、
下
記
日
時
・
場
所

で
の
お
渡
し
の
み
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
14
日
㈪

ま
で
に
、
下
記
申
込
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
渡
し
の
際
に
申
込
者

と
児
童
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住

所
を
書
い
て
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

▽�

対
象
者　

母
子
・
父
子
家
庭
等

（
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
の
入
会

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
お
渡
し
日
時　

12
月
20
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

申�

問
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長

�

（
小
林
）

�

☎
０
９
０

－

３
５
３
１

－

４
８
０
８

令
和
３
年
度�

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の

入
学
祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

案内
　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
の
新
入

学
時
に
祝
品
（
学
用
品
）
の
贈
呈

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
児
童
の
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
で
祝
品
を
希
望
す
る
方
は
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
保

護
者
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
令
和

３
年
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申�

問

子
育
て
支
援
課�

児
童
福
祉

係�

（
小
林
）
内
１
３
４

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

�

☎
０
２
９

－

２
２
１

－７
５
０
５

不
妊
に
関
す
る

�

市
民
公
開
講
座

案内
　

不
妊
に
関
す
る
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
り

当
日
ど
な
た
で
も
視
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

12
月
20
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
内
容

・
午
後
１
時
～
１
時
45
分

　

�「
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」

　

�

講
師
：
関
澤
　
明
彦
氏
（
昭
和

大
学
産
婦
人
科
主
任
教
授
）

・
午
後
１
時
45
分
～
２
時
30
分

　

�「
着
床
前
診
断
、
最
新
の
遺
伝

子
解
析
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
か

ら
ヒ
ト
の
解
析
ま
で
）」

　

�

講
師
：
曽
根
原
　
弘
樹
氏
（
ゲ

ノ
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
代
表　

千
葉

大
学
学
術
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
機
構
Ｕ
Ｒ
Ａ
）

・
午
後
２
時
30
分
～
２
時
50
分

　

�「
当
事
者
か
ら
見
た
不
妊
治
療

の
現
状
と
課
題
」

　

�

講
師
：
永
池
　
明
日
香
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
）

▽�

視
聴
方
法　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
よ
る
読
み
取
り
ま
た
は
左
記

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
視
聴
ペ
ー
ジ
へ
ア

ク
セ
ス

問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
政
策
局

　

少
子
化
対
策
課

�

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
２
５
７

https://live3.3esys.jp/stream
-

ing/fuji_201220/

対象 勤労者 失業者 育児・介護
休業者

使途 冠婚葬祭・医療
教育費用　等 生活資金 生活資金

金利 1.7% 1.2% 1.5％

限度 100 万円まで 50万円まで 100 万円まで

※別途保証料率　年 0.7％あり
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造
林
補
助
申
請
と
山
行
苗
木
の

注
文
に
つ
い
て

案内▽
造
林
補
助
申
請　

　

12
月
21
日
㈪
ま
で

▽
山
行
苗
木
注
文　

　

令
和
３
年
２
月
末
日
ま
で

※�

造
林
、
保
育
、
除
間
伐
等
山
林

の
手
入
れ
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申�

問
市
森
林
組
合
山
元
貯
木
場

�

☎
42

－

１
３
２
９

「
第
58
回
北
茨
城
市
手
を
つ

な
ぐ
子
ら
の
作
品
展
」
開
催

案内
　

市
内
小
中
学
校
13
校
と
特
別
支

援
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
仕
上
げ
た
絵
画
・

習
字
・
手
芸
・
陶
芸
・
木
工
等
の

作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
同
時

に
第
一
・
第
二
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

通
所
生
が
仕
上
げ
た
手
作
り
品
も

展
示
し
ま
す
。

▽
と
き　

　

�

令
和
３
年
１
月
16
日
㈯
～
26
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
26
日
㈫
の
み
午
後
３
時
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館

▽
と
こ
ろ

　

市
立
図
書
館

問
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会�（
小
室
）

�

☎
０
９
０

－

９
６
３
７

－７
７
４
０

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

か
ら
の
お
知
ら
せ

案内切
れ
た
電
線
に
は

	

さ
わ
ら
な
い
で
！

　

積
雪
、
強
風
に
よ
る
倒
木
の
影

響
で
樹
木
接
触
・
樹
木
倒
壊
な
ど

が
起
こ
り
、
電
線
が
切
れ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

切
れ
て
た
れ
下
が
っ
て
い
る
電

線
に
は
、
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
電
線
に
樹
木
や
看

板
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
が
接
触
し
て

い
る
場
合
も
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※�

停
電
情
報
は
、東
京
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

問
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

�

Free
０
１
２
０

－

９
９
５

－

０
０
７

�

☎
03

－
６
３
７
５

－

９
８
０
３

�

（
有
料
）

令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

案内
　

障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能

力
に
応
じ
て
、
誰
も
が
職
業
を
通

じ
た
社
会
参
加
の
で
き
る
「
共
生

社
会
」
実
現
の
理
念
の
下
、
す
べ

て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用
率

以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
定

雇
用
率
が
令
和
３
年
３
月
１
日
か

ら
下
記
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

民
間
企
業

　
　

２
・
２
％�

↓�

２
・
３
％

　

国
、
地
方
公
共
団
体
等

　
　

２
・
５
％�

↓�

２
・
６
％

　

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

　
　

２
・
４
％�

↓�

２
・
５
％

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩

�

☎
２
２

－
２
５
４
９

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国

一
斉
生
活
保
護
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

案内
　

茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

令
和
３
年
１
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
電
話
番
号　

�

☎
０
１
２
０

－

０
５
２

－

０
８
８

�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

予
約
不
要
・
相
談
料
無
料
・
秘

密
厳
守

問
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

�
☎
０
２
９

－

８
８
６

－５
９
０
８

Ｓ
マ
ー
ク
を

ご
存
知
で
す
か
？

案内
　

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
「
理
容
店
」

「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」「
め

ん
類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食
店
」
は

厚
生
労
働
大
臣

の
認
可
を
受
け

た
約
款
に
基
づ

き
営
業
し
て
い

る
安
全
・
安
心

な
お
店
で
す
。

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
で
は
、

・�

サ
ー
ビ
ス
、
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

表
示
し
て
い
ま
す
。

・�

資
格
者
の
氏
名
を
表
示
し
て
い

ま
す
。

・�

万
が
一
の
事
故
の
場
合
、
賠
償

す
る
た
め
の
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

・�

業
種
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
様
々

な
基
準
を
遵
守
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
マ
ー
ク
は
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
く
際
の
安
全
・

安
心
の
目
印
で
す
。
登
録
店
に
は

標
識
が
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

問�

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー

�

☎
０
２
９

－

２
２
５

－

６
６
０
３

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
い
わ
き

か
ら
の
お
知
ら
せ

案内
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
は
、

国
が
所
管
す
る
公
共
職
業
訓
練
施

設
で
す
。
求
職
者
の
方
が
再
就
職

に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
し

ま
す
。
一
緒
に
訓
練
を
受
け
て
再

就
職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

募
集
科　
　

建
築
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ

フ
ォ
ー
ム
計
画
科

▽�

訓
練
期
間　

令
和
３
年
２
月
２

日
～
７
月
27
日

▽
募
集
期
限　

　

令
和
３
年
１
月
18
日
㈪

▽
申
込
方
法　

　

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問�
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
い
わ
き

　
�

☎
０
２
４
６

－

26

－

１
３
３
２

い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん

事
業
者
登
録
協
力
金

案内
　

茨
城
県
の
条
例
で
登
録
が
義
務

付
け
ら
れ
、
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ

ち
ゃ
ん
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
事

業
者
の
方
に
感
染
症
対
策
経
費
と

し
て
協
力
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
が
12
月
31
日
㈭
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
支
給
額

　

�

１
事
業
者
あ
た
り
３
万
円
（
対

象
事
業
所
を
複
数
有
す
る
場
合

は
６
万
円
）

▽
申
請
期
限

　

12
月
31
日
㈭
ま
で

▽
申
請
方
法

　

郵
送
ま
た
は
電
子
申
請

問�

い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク

�

（
県
産
業
戦
略
部
中
小
企
業
課
）

☎
０
２
９

－

３
０
１

－５
４
７
２

※�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日

の
み
）

協
力
金
に
関
す
る
県
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
は
こ
ち
ら
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広報 きたいばらき 12 月号 広報 きたいばらき 12 月号

おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

市立図書館

新 刊 図 書
12
月

－December －

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎＃8000
すべての電話�☎03-6667-3377

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話�☎♯7119
すべての電話�☎03-6667-3377

24時間
365日
対応可

診療時間��午前９時～午後５時

12/13� 荒川内科医院
 ☎ 43-2288（磯原町）

12/31 市民病院
         ☎ 46-1121（関南町）

１/３ 市民病院
         ☎ 46-1121（関南町）

12/20 市民病院
         ☎ 46-1121（関南町）

１/１ 市民病院
         ☎ 46-1121（関南町）

１/10 廣橋クリニック
         ☎ 46-5111（大津町）

12/27 家庭医療センター
         ☎ 43-1131（中郷町）

１/２ 市民病院
         ☎ 46-1121（関南町）

※ 新型コロナウイルス感染症予防のため、
受診する前に必ず電話してください。

休日の

当番医

固定資産税、後期高齢者医療保険料、国民健康保険税
12月25日㈮

今月の
納税

各
種
相
談
な
ど

申 問まちづくり協働課　広報広聴係（鈴木）内１９３

12 月�-�１月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1/1 2

3 4 5 6 7 8 9

 は休館日です。

●人間の道理 曾野　綾子

●きのうのオレンジ 藤岡　陽子

●見果てぬ花 浅田　次郎

●影に対して 遠藤　周作

●思考の教室 戸田山　和久 

● 13 歳からの食と農 関根　佳恵

市立図書館　☎４２－１４５１
☆図書館おはなし会☆
　12月９日㈬、16日㈬
　１月６日㈬、13日㈬
　午前10時 ～10時30分

☆メリアンさんの英語のおはなし会☆
　12月26日㈯　午前10時～ 10時30分
☆エプロンシアター☆
　12月12日㈯　午前10時～ 10時30分

　　☆ぽっぽのおはなし会☆
12月23日㈬　午前10時～ 11時

■元気ステーション総合相談窓口
　医療や介護に関するご相談　
　平日　午前９時～午後７時
　問元気ステーション　☎４４－７１１１

■いばらき就職支援センター出張相談
　12月15日㈫　午前10時～午後３時
　市役所４階401会議室
　問 商工観光課　内 ３６２

■心配ごと相談
　【地域福祉交流センター】�
　12月17日㈭、１月７日㈭
　【大津町公民館】
　12月10日㈭、12月24日㈭
　どちらも午後１時～４時
　問社会福祉協議会　☎４２－０７８２
■精神保健相談(要予約)
　12月9日㈬
　問健康づくり支援課　内１９６

※ 最新情報はホームページをご確認いただくか、図書館までお問い合わせください。

★無料相談★ 法 律 相 談 行 政 書 士 相 談

と 　 　 き １月14日㈭　午前10時～午後４時30分 １月７日㈭　午後１時～５時

と	 こ	 ろ い ず れ も 市 役 所 4 階 会 議 室

申 込 方 法
指定の電話予約開始日の午前８時30分～９時10分までは予約専用電話43－2324へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

電話予約開始日 １月７日㈭ 12月24日㈭

備 　 　 考 弁護士による相談（相談時間20分） 行政書士による相談（相談時間40分）

内 　 　 容 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続など 相続や遺言、各種行政手続きなど



iOSAndroid

総人口… 41,546人( － 56) 出 生… 15人 (     －5)
　　男…  20,618人( － 32) 死 亡… 34人 (  －29)
　　女…  20,928人( － 24) 転 入… 49人 (     －4)
世帯数…  17,000世帯(－11) 転 出… 86人 (   ＋29)

43ｰ3110☎防災行政無線確認電話番号

市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350

緊急情報メール
配信登録

北茨城市
ホームページ

きたいばナビ市の人口と世帯 令和２年11月１日現在　（　）は前月比
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！ううちちののア

外で遊ぶのが大好きな兄弟です！
かんちゃん、いっちゃん、これからもすくすく大きくなあれ♡

三浦さん家

中郷町 

一花ちゃん
いちか

１歳１カ月
栞太郎くん

かんたろう

兄/４歳

父：捷太郎さん／母：夏菜さん

募集中です！募集中です！
「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳未満
のお子さんを募集しています！（写真は兄弟姉妹も可）
●申込方法　お子さんの氏名、性別、生年月日、保護者
　の名前と続柄、住所、電話番号、紹介文（50～80字）を
　申込書またはメールに記入し、写真（データ可、横写真
　推奨）を添えて下記へ
　　 まちづくり協働課 広報広聴係（山縣）　１９３

     30‐1350　       

　　  info@city.kitaibaraki.lg.jp

申 問 内

FAX

Email

フ

ュ

ト
ニ

ー

ス

ォ
親
子
木
工
教
室

　

10
月
24
日
㈯
に
親
子
木
工
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
60
組

が
参
加
し
、
椅
子
、
机
、
本
棚
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
工
具

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
協
力
し
て
組
み
立
て

て
い
き
ま
す
。
完
成
時
に
は
「
頑

張
っ
た
！
」
と
満
足
気
な
声
も
聞

こ
え
ま
し
た
。

　
　
わ
た
し
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

大
好
き
で
す
。
十
歳
の
頃
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
、
溶
け
る
と
柔
ら
か

く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
大
好
き
な
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
で
か
わ
い
い
飾
り
つ
け
を

し
た
小
さ
な
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
作
り
た
い
理
想
の

ケ
ー
キ
は
、
ス
ポ
ン
ジ
と
ス
ポ
ン

ジ
の
間
に
、
ざ
く
切
り
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
入
っ
た
チ
ョ
コ
ク
リ
ー

ム
、
そ
の
ス
ポ
ン
ジ
を
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま

す
。
そ
し
て
、
台
の
上
の
飾
り
付

は
、
ウ
エ
ハ
ー
ス
で
作
っ
た
白
い

お
城
を
中
央
に
置
き
、
マ
ジ
パ
ン

の
王
子
様
と
お
姫
様
を
左
右
に
飾

り
お
城
の
前
に
、
イ
チ
ゴ
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
作
っ
た
ハ
ー
ト
。
そ

の
ま
わ
り
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
で
飾
り
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
好
き
の
わ
た
し
に

は
、
想
像
し
た
だ
け
で
食
べ
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
お

い
し
い
ケ
ー
キ
を
作
る
た
め
に
、

必
要
な
重
さ
や
割
合
な
ど
の
算
数

の
勉
強
を
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
将
来
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
っ
た
ら
、
家
族
と
か
友
だ
ち
が

喜
ぶ
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
笑
顔

を
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
見
た
い

で
す
。

大津小学校�６年

飛田　萌さん

わ
た
し
の
な
り
た
い

パ
テ
ィ
シ
エ


